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序 

本年度の京都大学構内遺跡の 調査は，木部構内，北部構内，医学部構内および 和加 l 」 県 

白浜町瀬戸臨海実験所などの 各地で行われた。 後半期から助手 1 名の増員があ ったが，そ 

れでもまだ仕事の 量が調査担当者の 数を上まわった。 その点，調査会長の 二年目をお引受 

けいただいた 理学部亀井節夫教授には ，多大の御負担をかけることになった。 現場の調査 

が多いということは ， センタ一の本来の 目的であ る研究活動が 十分になされなかったうら 

みがなくもない。 しかし， それは徐々に 成果をあ げるよう努力したいとはっている。 調査 

0 件数が多いということは ， それだけ，建築計画が 多いということであ る。 各部局が任意 

に 廷築 計画を立てるのを ， どこかで整理していただく 必要があ ろう。 われわれとしては 建 

設に追 い たてられる調査では 低く，学術的研先に 基づく調査を 実施し， その成果をふまえ 

て ，大学構内の 土地利用について 全学的立場から 検討されるのが 望ましいと考える 次第で 

  
本年度の調査にあ たっても，多くの 人々の御協力をいただいた。 京都大学極内道跡調査 

会 と当センタ一の 委員 堵 先生には，それぞれの 専門分野から ，有益な 御 教示をいただいた。 

また，奈良国立文化 刑 研究所，高槻 而 教育委員会，興三郎氏からは 出土 造 物について 御 助 

言をいたたき ，京都市文化観光局文化財保 荘採 ，和歌山県教育庁文化別棟およ ひ 京都大学 

施設部，経理部，庶務部と 各原因部局の 御協力を待た。 ここに，厚く 御礼 申 しあ ける次第 

てあ る。 

昭和 55 年 1 月 

京都大手埋蔵 文化財研究センター 長 

樋 口 隆 康 



１ 便 
        
口 

1  本 ィ @- 報は， 京都大学構内で 昭和 54 年 i 月から 同 12 月末日までに 発掘・整理作業を 終 

了した埋蔵 文化財調査と 保存の報告および 京都大学構内遺跡に 関する研究をまとめたも 

のであ る。 

2  国土座標に従ってⅠ 辺 50m の方形の地区割をし ，調査地点の 位胃を表示する。                                                   座標系 Cx=  一 108,000  y=  一 20,000)                 

=2,00O  Y-2,000) となる京都大学構内座標によって 表示する。 ただし，旧来の 構内 

座標について ，本年度，四等姉角点からの 厳密な補正を 行った ( 第 1 章 2 参照 ) 。 

4  週極の略号を 使う場合 は ，奈良国立文化財研究所の 方式に従って ， 溝 (SD), 井戸 

(SE) のように表示し ，各調査ごとに 通し番号を ェ から付した。 

5  遺物番号は木 文 ，実測図，写真を 通して表示を 統一した。 追跡の調査 名 であ るローマ 

数字のあ とに，調査ごとの 通し番号を 1 から付した。 

T : 京都大学北部構内 BG3lXE 発掘調査                                                                                                                                 

Ⅱ : 京都大学本部構内 AW281X 発掘調査 vI: 京都市北白川小倉 町 遺跡の発掘調査 

Ⅲ : 京都人学市田キャンパスの 試掘調査 W: 京都大学北部構内 Bn35 区発掘調査 

IV: 和加 l@ 瀬戸追跡の試掘調査 

( 例 11: 京都大学北部構内 BG3i 区出土遺物 1 呑 ) 

6  参考文献は，本文中に [ 若者名，発表年次 コ の形式で表わし ，本文末に一括した。 

7  週 物 ・遺構の実測と 製図は， 泉拓艮 ，宇野隆太，岡田 保良 ，清水力 裕 ，五十川神矢， 

吉野治雄，津阪久美子，田中はる 代 ， 家根げ多 ，藤原再宿， 原充 ，在俗 浩 ，土橋理子が 

担当した。 図面のまとめは 吉野治雄が行い ，遺物の 写亜 撮影は清水力 裕 が担当した。 

8  本文は，樋口 隆康 ， 宙井 節夫， 泉拓良 ，宇野隆夫，岡田保典，清水光裕，吉野治雄，   9 編集は，樋口の 指導のもとに 泉 ， 岡 Ⅲが行い ， 
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第 1 章 昭和 54 年度京都大学構内遺跡調査の 大要と成果 

樋口 隆康 亀井節夫 

泉 拓 臭 岡田 保良 

1  調査の大要 

京都大学ては ，構内のすへての 掘削を伴う工事の 目面 を ，Ⅰ 画 段階 て 埋蔵 文化財研究セ 

ンター へ 提出することにしている。 工事地点や掘削の 深さによって ， 予定地の変更を 要請 

するもの，試掘調査をおこなって 遺跡の存在や 遺存状況をます 凋 へるもの，過去の 資料や 

試掘調査の結果か ら 発掘調査を行うもの ， 立 今月査を行うものに 分ける。 

この方針に従って ，昭和 54 年度に行った 京都大学構内の 埋蔵 文化財関係各種の 凋 査は ， 

以下の 24 件てあ る。 立合調査は，実施済みのもののみを 記した。   ( 第 4 音，図版 1-66d ～ カ 

医学部総合解剖センタ 一新宮予定地 ( 医学部構内 APlg 区 )  ( 第 4 章，図版 1-67a-h) 

医ザ 部 構内 逼 気管埋没予定地 ( 医学部構内 ALlR 区 ) ( 第 4 章， 図 J 反 Ⅰ -68a-c) 

教養部横内 毛 気管埋没予定地 ( 教養部構内 AM24 区 ) ( 第 4 章，図版 1-69a.b)   ( 第 4 章， @ 式 j 坂 Ⅰ -70a-g) 

人文科学研究所分館資料収蔵 庫 等 新二子 走地 ( 上白川小倉 町 )  ( 第 1 章 ) 

理学部附属瀬戸臨海実験所研究棟等新 丹 予定地 ( 和歌山県白浜町 )  C 第 5 章 )   はぼ 1 章，図板 1-71a-d)         
発掘調査 医学部組合解剖センタ 一新宮予定地 ( 医学部 枯内 APl9 区 )  ( 整理中，図版Ⅰ -74)           ( 第 Ⅰ 章 ，図版 1-77)   ( 第 1 章，                 

農学部出校舎解体工事 ( 北部構内 BD32 区 ) ( 図版Ⅰ -79) 

農学部農芸化学学科硝子温室改築工兵 ( 北部構内 BF30 区 @  ( 図版 1-80) 

医学部構内給水管埋設工事 ( 医学部構内 ) ( 第 ， 1 章，図版 1-8U     
分布 凋査 理学部附属花山天文台 ( 京都市山科区 北 花山大峰 )   ( 第 2 章，                         ( 律 ， 3 章，                         

医学部構内電気管埋没工事の 立合 掴査     ( 第 上童，図版Ⅰ -65) 



 
   

なお，人文科学研究所分館資料収蔵 庫 等 新宮予定地の 試掘調査は，人文科学研究所考古 

学研究室 ( 林田奈大教授 Jl<@ 依頼し，また 工学部建築系校舎新宮予定地の 試掘調査は，工学 

部建築学第二教室地域生活空間計画研究室 ( 西川幸治教授 ) に依頼した。 そ のほかの試掘 調 

査 ，発掘調査，資料整理は 京都大学構内追跡調査会に 委託し，その 報告をもとに 本年報の 

第 1 部を作成した。 ただし，理学部物理学科校舎新宮予定地の 発掘調査 ( 第 2 章 ) は， 別 W 

で報告する予定であ るので，概要を 報告するにとどめた。 また，工学部イオン 工学実験施 

設新宮予定地の 発掘調査 ( 第 3 章 ) についても， 昭和 55 年度に第 2 次調査を行う 予定であ 

るので，正式な 報告を後日刊行する。 

2  構内座標の転換 

京都大学構内遺跡の 調査では， 昭和 51 年度以降， 世内 全域を 50m 五眼で地区割 し， か 

つ 互いにはなれた 地点の位置関係を 正確に把握するため ，構内座標に 基づく網目を 設定す 

るとともに，各調査ど                                                                                                           した基点を設置し ，すべての 

遺構，層位の 実測を横内座標の 経緯線を基準にして 行っている [ 東大理文研 78a p.2 コ。 こ 

のとき， 構内座標では ， 京都市都市計画 局 発行 2500 分の 1 市街 図 「吉田」の西北 角 を点 

(l) 

(X  =  2000 ， Y  =  2000)  とした。       ね、 は国土調査 法 第 6 座標系による 点 Cx  二一 108000 ， 

  
y= 一 20000) にあ たる。 また，構内座標軸は 国土座標系の X 軸を基準方向としたものにな 

っている。 

一方京都市では 昭和 52.53 年度にわたって ，合計れ ケ 所の四等姉角点設置事業を 行い， 

京都市内主要部における 発掘調査の地点標示のすべてを ，共通の国土座標系で 表わすこと 

を可能にした ( 京都市文化観光局文化財保護課 79 コ。 京都大学構内にも ，屋上 点 (10) および 

地上 点 (10-1) が病院 東 横内に設けられた。 前記三角点の 成果 表 によれば，座標値はそれぞ   

れ次のとおりで ，経緯度も表示されている。 

X 三一Ⅰ 09 Ⅰ 05.33   
  

X 三 一Ⅰ 0914 Ⅰ・ 53 

(10   1) 
y= 一 20042.36 y=   19972.08 

ところで，昭和 51 年度以降に京都大学が 遺跡調査に用いてきた 構ぬ 座標系で は ，一応 

X@  X  円 l0000 ， y=  Y 桟 2000 

によって国土座標を 導くことができるし ，，実際にそのようにして 地図上に作図し ，構内の 

地区割を国土座標系に 組みこむ配慮をしている [ 本年報図版 1 コ。 しかし，元来，構内座 

標系の局地原点の 設定に関して ，それが既存の 三角点でも，そうした 点から正確に 測量さ 

れた点でもなかった。 大学構内に限ってみれば 校舎や遺跡相互の 位置関係さえ 正確であ れ 



    

ば ，局地原点が 国土座標系の   点としてどれほどの 誤差をもつかということは ， あ まり重視 

されなかったといってよい。 

他方，京都市域における 数々の発掘調査において ，その大半が ，歴史的な計画都市であ 

る 平安京の解明を 主眼としているにもかかわらず ，各調査が共有する 測量基準 点               

                                                                                            点を用いる以覚になく ，せいぜい 2500 分の 1 市街 図に 

調査地点を落しこむことで 遺跡相互の関係を 求めるというのが 実状であ った。 こうした中 

で，京都市が 遺跡調査用の 三角点 網 を市全域にめぐらせたことは ，平安京および 周辺遺跡 

研究の今後の 展開の上で画期的な 事業であ ったといえる。 京都大学構内遺跡についても ， 

白河の条坊的市街が 及んだ地域として ，平安京の市街地構成と 密接な関係にあ り， また 鴨 

束の条里形成や 地形の変遷を 究明ずる上でも ，国土座標系を 市全域と共有することの 意義 

ぱ 大きい。 

そうした観点から ， 当 センタ一でもできるだけ 早い機会に，市の 基準 点 測量標とその 測 

量成果を利用して ，従来の構内座標系を ，真の国土座標系に 基づく局地座標系に 転換する 

ことを計画し ， 昭和 53 年度から 54 年度にかけて ， 構内遺跡調査会が 主体となって 作業を 

実施した。 その座標転換の 内容は次のとおりであ る。 

㈲ 京都市遺跡発掘調査基準 点 (10 : 東大病院第 1 病棟屋上 ) および (4 : 京都市養正住宅 

屋 - ヒ ) を使用して，新たに 本部構内法 経 図書館屋上に 四等姉角点 (10-2) を設ける。 

x=-108257.726 

G0-2) 侶 =  一 108257-726 
      構内全域に組まれた 工 吹から 3 次までのトラバース 網の各測点について ， 三 ，向点、 

(10V と (10-2) を基準にして 両側する。 

㈲ 構内金仏 で 都合 26 ケ 所の遺跡調査用基準点すべてについて ，国土座標第 6 座標系に 

則って新たに 補正された座標値および 真北からの方向角を 計測する。 

この結果， 構内遺跡調査用基点の 口座標値の補正 恒 C 』 X, ノ Y) を 明らかにすることが 

でき                               本年報第 2 章で報告のあ る BG31 区の調査の         に設けられた 3 ケ所 

0 基点について ， 旧 座標系では新座標系の 値に対して X 軸 方向で北へ約 3.0m, Y 軸 方向 

で は束へ 約 3,3m ずれていることがわかった。 こうした誤差の 値は，構内金 仏 で一様では 

なく， X 軸 方向の補正恒イ X は Y 座標の， Y 軸 方向の補正他力 Y は X 座標のそれぞれ 一次 

関数で有効に 近似しうることがわかっている。 その関数における 勾配は， 旧 座標系が ， 真 

の国土座標第 6 座標軸に対して 与えられていた 回転の大きさであ る。 その一次関数は ，旧 



 
   
値 よりも大きいとき ， 之 X, 刀 Y ともに正とすれば ，次の式となる。 

之 X ニー 2.306x10-,Y+8.848  コ Y 二 2.630xl 町， X 一 2.605 

上記 2 式の勾配から ， 旧 構内座標系は ，国土座標系の X 軸に対して， X 軸を 0 。 07@56", 

Y 軸を 0 。 09,02" だけ反時計回りの 方向に回転したものであ ったことが知られる。 したがっ 

て ， BG3i 区の場合でも ， 3 ケ 所の墓   古   それぞれに ノ X, 之 Y                                                                             

面表記の上では ，上記の値すな む ち 3 ケ 所の平均値だけ 口座標系を平行移動し ，回転移動 

は無視して十分に ，新座標系への 転換が可能となる。 

RG31 区の場合と同様にして ，昭和 51 年度以降の主要低調査地点の 座標の補正値を 掲げ 

ておく。 

調査地区 BE33 AEl5 ,AFl4 AH I7 A0l8 BE29 BG32 AA18 

韻文掲載年報 51 年度 51.m2 年度 Sz. 年度 53 年度 S..W 年度 53 年度 53 年度 

A@X@ (m)@ 2.60 4.92 4. 7l 4. 44 3. 13 2. 7g 4. 56 

4Y@ (m) 3.n6 一 0 ・ 34 一 0 ・ 0l 0 ・ g2 2.97 3. 36 0 ． 97 

なお，この構内座標系において は ， X 座標の値を一定とする 南北方向の直線 は ，正確に 

は真北 力   向を示さず，各地点に 固有の真北方向角をそなえている。 東 大病院屋上の 三角点 

(10) において，その 値は， X 軸に対して時計回りに 0 。 07,34" となる。 この付近では ， 束へ 

lknl ずれると 20 秒余りその方向角は 小さくなるはずであ る。 

以上， 旧 構内座標を新たな 真の国土座標系に 転換することの 意義と理由，実際に 転換し 

                                                                                          構内座標表示は 新座標系によること になったので ，それ 

                                                                  き，                                                                             

3  調査の成果 

            h4 年度の調査によっ                                                                 こと                                                                   

2 章以下で述べるとし ，本節では，それらを 各時代ごとに 整理して，京都『 学 構内遺跡の 

全体像の中で ，本年度の成果を 明らかにしたい。 

@ 石器時代 この時代の遺跡は 明らかでないが ，北部構内 BR33 区と医学部横内 APlg 

区か 引日石器と思われる 剥片や石核がこれまでの 調査で出土している。 本年度は，石器に 

ついて考察を 試みた ( 原 「京都大学構内出土の 旧石器」本年報第 6 章 ) 。 

縄文Ⅱ き代 縄文時代の遺跡は ， 北部構内 BF3T 区を中心とした 中期と晩期の 京大農学 

                                                                                                                                          教養部構内 A024E を中心 



    

とした後期の 京大教養部遺跡が 確認されていた。 これらの遺跡に 加えて，本年度新たに ， 

本部構内 AT29 区に晩期 凸帯文 土器の包含 層 があ ることが判った ( 第 4 章 5) 。 一方， 北部 

構内では， BG31 区の発掘調査で 京大農学部遺跡の 北西端を調査し ， 縄文晩期の人の 足跡 

や /J 、 川や埋没 株 が検出され，当時の 集落付近の自然景観 と ，現在では破壊されてしまった 

扇状地の自然埴生を 明らかにできた ( 第 2 章 ) 。 また，大量に 出土した双期一晩期の 遺物に 

は編年の基準となる 資料もあ り，西日本で 初めて出土した 中期の滑石製車師具など 貴重な 

ものが多い。 同地点の地質断面の 観察より，後期以前の 高野川系の砂礫層の 存在を確認し 

たが， これ ば 高野川の流 路 と北白川扇状地の 変遷を考える 上で重要な成果であ る。 以上の 

ほか @C, 教養部構内 A024 区から出土した 縄文土器の検討をもとに ， 北 白川上層表土器の 

研究を行った ( 泉 「」 ヒ 白川上層 式 上器の細分」本年報第 7 章 ) 。 

弥生時代 弥生時代の遺跡は ，                       

横内 RE,29 区から出土した 中期の方形 周 

溝墓， 同構内 BA30 区を中心とした 前期 

の追分地蔵 遺跡， 教養部構内 AQ23 区を 

中心とした前期の 遺跡が確認さ                 第 1 図 医学部構内 ANlgK 出土の弥生土器 

本年度新たに ，木部構内 AT29 区で前期の包含層を 発見した ( 第 4 章 5) 。 また，前期や 中 

期の遺跡より 一段低い地域であ る医学部構内 ANl9 区 ( 図版 1-64) から， 後期の土器が 出 

上 している ( 第 1 図 ) 。 出土した土器は 壺がおもであ り，祠部が球形に 近く張る器形であ る 

(1 .4) 。 頸部 と胴 部の境に低い 凸帯が 廻る土器 (4) や ，二重日縁の 可能性があ る土器 (3) 

からみて，後期の 中でも新しい 時期に属するものであ ろう。 

古墳時代と奈良時代 京都大半構内には ， この時代の遺構が 少なく，明確なものは 北 

部 構内 B033 区の方形 周溝 遺構のみであ る。 永年度この時期の 遺物は， 医学部構内 APlg 

区から若干出上しただけであ り ( 第 4 章 2), 新たな知見は 得られなかった。 

平安時代 この時代は大きく 二つに分れ，寺院と 葬地 を主とし，前期から 始まる北部 

                                                                                                                                            [ 宇野 79,  岡田 79 コ 。 

                                                                                                                      本年度の健 嚢                                                           
包含層を検出し ，また，この 地点の西約 200m の医学部構内 APlg 区でも前期の 土器が出土 

している ( 第 4 章 2. 侮 ) 。 したがって，教養部構内とその 周辺に新たに 遺跡の存在を 想定 

する必要があ るであ ろう。 北部構内では ， RD32 区の立合調査で 平安前期と中期の 瓦が地 

表 下約 1.5m の黄砂層上面からまとまって 出土した ( 第 2 図 2 .4) 。 この地点と隣接した 地 



 
   

    
  

    

  

  

  

  
第 2 図 北部構内 BD32 区出土の軒瓦 

  点 ( 図版 1-9) の発掘 捌査て ， 第 2 図 1 . 3 の軒瓦のほか ， 3 と回 拍 の 瓦 5   点をはしめ約 

10   点の軒瓦，「 て 」 字 状日縁の上 帥器皿 ， 延喜通宝なとか 出土している ( 中村 73 コ。 第 2 図 

1 は 『小刀』 銘 単弁八葉蓮華文軒丸瓦 て ， 『延喜式コ所載の 小野瓦屋の一本造りによる 製 

品。 2 は肝心力』 銘 均整唐草文軒平瓦 て 小野瓦屋のもの。 1 と 対応する。 3 は「 上 』 銘 均 

整唐草文軒平瓦 て 河上瓦窯のものてあ る。 4 は均整唐草文軒平瓦 て ， 西 賀茂 東 瓦窯の製品 

て あ ろう。 1 ～ 4 は平安宮の大極殿， 豊楽院， 内裏 ， 主水司から同胞 品か 出土している 

( 平安博物館 編 77 コ。 4 か 平安前期， 1 と 2 か 平安中期， 3 は中期ても 1 や                   

                                      K 「 a2 区には平安中期を 中心とする 瓦 かまとまって 出土して ら ， 中期頃 の寺院かこの 七五にあ ったと推定 う ま 

BG31 区ても中期を 主とする遺物か 出土                                                                     2 章 ) 。 一方， 

KH37 区ては平安後期の 土塊 か 検出され， BG3f 区の後期の瓦 溜と 一連のものど 考えている 

( 第 4 章 1 ) 。 医学部構内ては 前に述へた双期の 遺物のほか， ANlg 区 て 後期の井戸と 包含 

層 ， APlg 区 て 包含層を検出した ( 第 4 章 2) 。 また ANlg 区の西端 て ， A 図 g 区の地山てあ 

る黄色粘土層を 高野川系の礫 層か 切っている 他   与を検出し，区宇部構内のほほ 中央にあ る 

                                                                                    るこ                         

                                                                    その研究史の 検討をもとに ，京都大学 栴内 とそ 

の周辺を @ll 心とした地域の 景観復原の研究を 行った く岡 Ⅲ「平安時代 鴨 東白河の足切復原」 

本年報第 8 号 ) 。 

鎌倉時代と室町時代 京都大学構内命 域て ， この時代を，寺院や 邸宅なとかあ る前半 



    

と ，田畑となる 後半に分けるこどができる。 田畑化する時期は 各遺跡によって 異 るが，南 

北朝の内乱と 応仁の乱によって 平安時代，鎌倉時代の 建造物がほとんど 破壊されてしまい ， 

その後田畑になっていくと 推定している。 前半の遺跡は ，鎌倉時代から 衰退が始まる 北部 

構内，藤原氏勧修寺家流の 邸宅もしくは 寺院の遺跡と 思われる医学部構内，吉田神社関係 

の 遺跡の教養部構内，白河条坊の 街 E が残っていた 病院構内に分けることができる。 北部 

構内 BG3lK では， 江戸時代の水田耕土の 下に， 室町時代以後の 水田耕作に伴う 満を検出 

した ( 第 2 章 コ 。 一方，医学部構内では ， この時期が全盛期で ，多くの遺構が 検出されてお 

り [ 東大理文研 79 コ ， 本年度も ANIg 区， APlg 区 ( 第 4 章 2) で包含層を確認した。 現在整 

理中の APlg 区の発掘調査では ， この時期の溝や 井戸や土器 溜が 検出され， 室町中期頃 ま 

では水田や畑となっていなかったことが 判った。 本部構内も医学部構内と 同様にこの時期 

の 遺構が多くなることが ， 本年度の試掘調査で 判明した。 AT29 区で鎌倉時代の 浦 と土坑 

を ( 第 4 章 5), AZ30 区では矢石を 伴う溝を検出している。 AZ30 区では瓦器の 羽釜と土鍋 

の完影見 が 4 点、 出土した。 

江戸時代 京都大学構内のほぼ 全域は田畑であ ったが，江戸時代の 末期に土佐藩邸が 

北部構内に，尾張藩邸が 本部構内に造られている。 北部構内では ，ほぼ全域が 水田と思わ 

れ， 本年度も BG31 区， BH37 区とも水田耕土層を 確認している ( 第 2 章，第 4 章 D) 。 一 

方，木部構内では ，地形によって 水田と畑があ ったようで， AW28 区では南半に 水田， 北 

平 に畑を確認している ( 第 3 章 ) 。 医学部構内でも ，本年度の調査で ，中央の南北道路より 

束は畑であ り ( 第 4 章 2), 西は一段下って 水田であ ったことが判明した。 本年度の調査で 

は，そのような 耕作 地 のほかに，木部構内 AW28E で白川道 ( 志賀 越道 ) を検出した。 白川 

道は，平安時代以前に 遡るといわれる 古道で，今回検出した 道路は江戸時代のものであ る。 

道路の南側には 道路と併行して 野壺と小川があ り，江戸時代の 白川道の風景が 偲ばれる。 

昭和 53 年度の試掘調査で ，江戸時代以前に 遡る路面が検出されており [ 東大理文研 79 コ，         

                                                                                  した。 この路面                                                                                         

年度に行う予定の 第 2 次調査で明らかにしうるであ ろう。 

吉田キャンパス 外の附属施設の 調査 京都市左京区北白川東小倉 町 47 番地所在の人文 

科学研究所分館は ，その東約 100mi 「縄文双期 - 後期の上白川小倉 町 遺跡があ り， 研究所   
定されたため ，人文科学研究所考古学研究室に 遺跡確認の試掘調査を 依頼した。 調査の結 

果，北側の試掘 坑で 中世頃 の礫群を検出したが ，南側の試掘 坑 では地表下すぐに 幅 lm 内 



 
   
外の花閣 岩 塊を含む黄砂層を 検出した。 地表 下 2m まで調査したが ，縄文時代の 包含層は     
縄文時代を主とする 瀬戸遺跡があ る。 昭和 51 年度の試掘調査と 発掘調査で，実験所東南部     
晩期の薄い貝塚，西南部で 弥生後期一平安時代の 製塩土器を包含する 層を検出し，縄文時 

                                                                                  場所をかえながらも ，砂州の北端と 南端にあ る 微 高地上に 

            していることが 判った ( 第 5 章 ) 。   
                        大学構内にも 幾つかの遺跡のまとまりがあ                                                       

って変化したことの 結果と理解さ                                                                                                                       

平安前期には 京外であ ったが，平安後期以後は 1"- 万て "                                                                           

含まれる。 南北朝の内乱や 応仁の乱で破壊をうけ ，その後の再開発はごく 限られた 地 ・域に 

しかみられない。 そして， 織豊 政権 が京都を改造するにあ たって，郷土居のそと ，すなわ 

ち京都の町に 含まれなくなるという 経過を辿るのであ る。 京都大学構内で 確認される遺跡 

の 変遷もこのような 地域の推移の 中に位置づけることができる。 さらに，他の 京外の地域 

をみると，洛北は ， 鴨 東と同様に平安京覚から「京都」に 組み入れられた 地域であ るが，近 

世には 御 土間の内になり ， 鴨東 とは 異 った展開を遂げることが 判る。 すなわち， 京 外の 地 

      平安京一京都のあ り方をより鮮明に 表現しているといえ ，                                                                             

時代の遺跡調査も ，平安京一京都の 研究の中に位置づけて 進めていくつもりであ         

亡 注コ 

㈲全国を 13 ブロックに分割したうち ，近畿地方に 適用する座標系で ，原点 (0,0) は北緯 2;fno00f00", 東 

経 穏 6 。 00l00" の地点 ( 福井県越双 岬 付近 ) にとられている。 

(2) 一般には国土座標系に (X, Y) が用いられるが ，すでに京大儲六座標を (X, Y) で表わしているた 

め， ここでは国土座標に (x, y) を用いる。 



第 2 章 京都大学北部構内 BG31 区の発掘調査 

泉 、 拓 良 宇野隆夫 

本調査 地は ，昭和 5. 年 9 月に行った試掘調査によって ，縄文時代の 泥炭質上層と 平安時 

代以後の道 物 包含 層 があ ることが判明していた ( 東大理文研 78a コ 。 一方，昭和 53 年度には， 

当地域の南西にあ たる理学部合同建物の 建設が計画され ，その地域 (BE2g 区 ) の遺跡調査 

を行ったところ ，平安後期頃 の火葬 嫁 が発見され，重要な 遺跡として保存されることとな 

った。 そのため，理学部合同建物の 当初の計画は 変更され，当地域に 合同建物の一部であ 

った物理学科の 校合を建設することとなった。 

調査区域は，縄文時代の 農学部遺跡に 隣接していて ，上白川扇状地内の 微高地北西斜面 

とその下の低地にあ たる。 試掘調査で注目された 2 層の泥炭質上層については ，多くの自 

然遺物を包含しているため ，関連する各分野の 詳しい調査を 必要とした。 したがって，本 

学理学部動物学教室自然人類学研究 宅 ，地質学鉱物学教室第四紀および 古生物研究室， 農 

学部林学教室森林生態学研究室，木材研究所木材生物研究室，大阪市立大学理学部生物学 

教室植物学研究室，京都産業大学理学部物理学教室に 調査の協力を 依頼することにした。 

1  調査の方法 

調査区域の北半には 旧物理学教室建物があ り，地表 下 1.5m まで遺跡が破壊されていた。 

したがって，まず ，調査区域南半部を 地表 下 1.5m にあ る黄砂層上面まで 発掘調査し，そ 

ののち，旧物理学教窒を 撤去しで，遺物を 包含しない黄砂層を 機械で掘削した。 黄砂層 下 

面から，ふたたび 発掘調査を開始し ， 機と白砂を確認して 現場作業を終了した。 

泥炭質十層からの 自然遺物の採取について ，予備採取を 行い，各層にどれくらい 動植物遺 

体が含まれているかを 調べた。 それに基づいて ，亀井節夫を 中心に担当者全員で 採取方法 

の 検討を行い，小型の 種子類は各層毎に 1.5kg ( 約 1 のの土塊から ，大型の桂芙は 各層毎に 

約 70kg( コンテナ 5 箱 ) の土塊から採取することにした。 小型のものは ， 2.Ornrn と 0 ． 5mm 

のふるいで水洗し ，大型のものは 5.Omrn のふるいで水洗選別した。 また，脊椎動物遺体 

は ， 5.Omm のふるいを通った 土を， さらに 1.Omm のふる                                                                                   

                    した試料を用いた。 以上の試料の 採取は，地形の 傾斜を考慮して 第 3 図に N で 

示した 10 地点で行った。 一万，木質物は ， 原 位置を保っていると 考えられる立木と 倒木を 

主として採取し ， 50 分の 1 の実測図に記入した。 花粉分析 と ，土壌の ， 。 C 年代測定の試料   

  



Ⅰ 0   
は 第 3 図に r で示し ナこ 3 地点で採取した。 

Nl F も 
  Y=2576.7@ Y 一 2586.     N2 

また，砂層 と礫層は ついては，堆積状態 

  

di Ⅱ I d4ll d4lll d5ll 

の観察や，粘度分析， 機 種組成の調査を Na   

d3lV   d4 Ⅰ d4lV d5l 
必要な地点で 行い，その位置と 層位を図 

    
2  層位と堆積   

62.3m を計る。                 ら 約 4m 下ま             
あ いだに 40 層の堆積を認めた ( 図版 2-3, 

第 4. 5 図 ) 。 調査区域東南部では 地山の bani b4ll b4lll bsll 

N lo b4I b4lV し 5r 
白砂層が高                                                                             

    第 S 図 調査 区 の 区 割と試 本                                                     

から現代に至る 堆積があ る。 連続した堆積を 示ず地域を中心に 層位を観察すると ， 黄砂 

( 第 9 層 ) 上面を境に上・ 下 2 群に分けることができる。 

上層群は水の 影響を受けていない 堆積で，第 1 層は表土，第 2 一 4 層は江戸時代の 耕土 

と床土層， 第 5 層は室町時代以後の 耕土， 第 6.7 層は平安時代の 包含層であ る。 第 8 層 

は無遺物であ った。 

                                                                                                                              らに 7 群に分けることがで き， 下の群から 説   
のマス・ムーブメントであ り，地下・深部にっながるものではない。 第四層は礫からなり ， 

高野川，賀茂川の 基礎データロ 横山 74 コ との比較から 高野川の礫と 確認できた。 RK2g 区 ( 図 

  

  

  

                  泥炭質 土 2 丁                                                         黒色上 @ l                             黄褐色細布 少 

    泥炭質上 l 上                               泥炭質 土 3     泥炭質 土 6 29 異色 土 9                                                                                 
                                                                                                                            30 黒色上 3 35                                                   

第 4 図 中 央 畔 
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                ・ 707 
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l 示 掲 色   
  

61m 

  

第 5 図 南壁上層 群 0@ ぎィ 五 

%1-54) で採取した 礫 層も同じ組成であ る。 第 31 一 40 層 09 年代を決める 資料ばない。 第 26 

一 30 層は微高地を 構成する白砂と 微 高地の表面が 土壌化した黒色土が 混ざりあ った黒色 混 

基質の砂層 群で ，第 29.30 層が縄文中期末，第 26 一 28 層が同後期初頭頂であ る。 第 21 一 25 層 

は シルトと砂の 層 群で ，部分的に薄い 泥炭質 土 があ る。 第 25 層から縄文中期後葉の 里 木 Ⅱ 

式が 1 片出土している。 第 12 一 20 層は ，第 ?.1 層が堆積したのち ，滞水域が斜面の 西側にで 

きた時の堆積であ る。 調査区域の北東付近がもっども 連続的で厚い 泥炭質上がたまって い 

る 。 調査区域の西側には 小さな南北方向の 水路が考えられるが ( 第 T3.16.18 層 ), ここも泥 

炭質 土 がたまる環境であ った。 第 12 一 20 層からは縄文晩期の 土器が出土した。 第皿 眉白砂 

は 3 つに分けられ ，下位より， 無 層理の部分，北東から 南西への流れを 示す斜層理が 発達 

する部分，グレイディン グ のみられる部分であ る。 この上位の第 10 層倍灰色土は 非常に不                                           下位の白砂が 洗い出されて 混ざっだものであ           

層から弥生双期末の 壺を工   占   得た。 第 9 層は北部構内のほぼ 全域に分布している 山 砂層で， 

弥生中期初頭頃 の堆積であ る。 この層の堆積によって ，高野川系の 河川によって 目       じた 比   
  'X=@2237.@00 
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3  遺 構 

歴史時代と縄文時代とに 大別てきる。 埜史 時代については 検出面ことに 記述し，縄文門 

札については -- 括して記述㌻ る ( 図版 2 ～ 4, 第 6.7 図 ) 。 

第 1 検出面の遺 仙 第 Ⅰ 一 3 層を允 掘 した後に検出した 遺枯て ， 柵 SAL, 荷 SD Ⅰ - 

SDl0 ，立坑 SKl 一 SKll, 万列 SXl, 野壺 SE ェ てあ る。 Sn4 ～ Snlo は 低地にあ り， そ 

0 コ 他の遇 隅は ，Ⅲ 査 区域 東 前邱の白砂層 ( 第 32 周 ) か 白くなる斜面上にあ る。 斜面上の遺構 

のうち， SA Ⅰ， S9l 一 SD3, SXl, SKl 一 SKll は斜面の傾斜・に 沿った方向を 拍 つ 。 

SK 正一 SKllf よ 右の抜き 跡 と考えることもてき ，傾斜 か 変換㌻ る 旭岳 に 石垣 か 並んていた 

可能性もあ る。 一方，低地にあ る SD4 一 SDlo は方位を貞北から 約 5 。 束へ 振る 溝て ， 

SD6 と SD8 は SD Ⅰ uo に直交する。 SD2 一 SDlo は同様な構造て ，断面は U 字形， 幅 0.7m, 

深さ 0.3m てあ る。 錦上検出面の 遺構はすへて 江戸時代てあ る。 

弟 2 検出面の遣 横 第 5 層を発掘した 後に検出した 追枯て ， 硝 S の 11 一 SD 虹 ，土城 

SKl2-SKl4 てあ る。 Snnl 一 SDl3 は斜面の裾に 沿って掘った 構て ， Sml4 一 Sn41 は 東西   

南北 方 Ⅱの 潤 てあ る。 SDl4-Sn41 のうち， SD33.SD34 。 SD38 は方位を真北から 四へ 4   

～ 10 。 振るか，それ 以外の店は真北から 束へ 5 。 一 10 。 振る。 荷は幅 0 ・ 7m, 深さは 0 ・ 2m, 

断面は U 字形を呈する。 これらの 溝と策 1 検出面の届 Sn2 一 Smlo は，水田耕作に 伴 う 湿 

気や地 - ト 水を抜くための 構 てあ ろ ず )SKl2-.SKl4 は調査区域東北隅の 白砂 ( 第 32 層 ) 上面 

Ⅰ
 
 
 
一
一
 

 
 
 
 

第 6 図 第 Ⅰ検出面の遺構 
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て 検出した遺構てあ る。 こヒ 坑の探さは， SKl2 か 0 ． 8m, SKI3 . SKl4 は約 1.8m てあ る。 埋 

土は黒色土と 白砂の互層 て， 互いの切り合いは 認められない。 SDl2 一 SD42 は室町前期以 

後， SKl2-SKl4 は平安後期 頃 てあ る。 

縄文 時ィ ㌔の遺構 足跡と小川と 立木およ ひ 倒木等を検出した ( 図板 3 ,4) 。 足跡とし 

ては，第 12 層上面と第 15 層」 : 面 て 検出した足跡 列 ，第 15 層上面と第 20 層上面 て 検出した足 

跡 群 かあ る。 第 12 層上面の足跡 列は ， 6m の間に 1 列に並 ふ 12 個の足跡からなる ( 図版 4- 

                      き     は表面ては反さ 22cm  ,  幅 14cm  ,  深さは約 8cm  て ， 底面ては長さ 22 

cm, 幅 l0cm て き ， 第 1 指は第 3 拍より前に出ていて ， 

跡と推定てきる。 歩幅は 50-60cm. てあ る。 一力，足跡群は 無数の足跡からなっていて 個 

々の足跡を確認てきないもの て ，人間以覚の 動物の足跡の 可能性もあ る ( 図版 3-1)0 

                                                                                立木と倒木は 第 15-21 層て 検出てき 

                                                                                                                                第 21 一 23 層は 

傾斜に平行して 倒れているものか 多い ( 図版 3-9).J ,,,)0 

4 遺 物 

                                                          ・石器・土製品・ 石製品，弥生土器，土師器， 須居器 ， 

黒色土器， 緑杣 陶器， 灰柚 陶器，中国製陶磁器， 中 ・近世陶器，鉄製品， 瓦 なとて，総量 

は コンテナに 54 箱 てあ る。 それ以外に ，   ンテナ約 253 箱 分 3.St の土を水洗 筋 別して動植 
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14   
物 遺体を採取し ，約 70 本の材を試料化した。 植物遺体については 次節で述べることにする。 

(1)  縄文時代と弥生時代の 遺物 ( 図版 5.6, 第 8.9 図 ) 

縄文前期の土器 前期の土器は 数点であ るが，すべて 大歳由武であ る C16)0 

縄文中期の土器 中期末の土器が 主体で，ほかに 少量の船元田 弍 (17), 船元 W 弍 (1 

8),  里木 Ⅱ 式 (1  9) が出土 nlo@  T る T 13 は目縁直下 

に 回線郁文様 帝 をもつ 深鉢 ， nlo 一 1                                                                                                            て ，その 下 

に 眼鏡状の文様 帯 がくる 深鉢 ， 114. 115 ぱ 把手械山形 口縁 をもつ胴のくびれた 鉢であ る。 丁 上 る と考えうる。 そ 

                                                                        思われる土器があ る。 1                                                                                   

部 ・東海地方西部に 類例があ る M 、 玉 ほか 70p.60 コ。 118 は 微 隆起 線 で曲線的な文様を 描 

いた 深鉢で ，中部・東海地方西部の 山 / 神式に類例があ る ( 細村ぽか 71 p.49) 。 したがっ 

て中期末のこの 一群の土器は 山 / 神式と併行 し ，加曽利 E Ⅲ 式 頃 と想定できる。     
が肥厚しないという 特徴があ る Crlg. 120) 。 

縄文晩期の土器 層位によって 3 時期に分けることができる。 第 20 層からは滋 賀 里 Ⅲ 

が ， 第 15.16 層からは滋 賀 里 Ⅳ・ V が，第 12.14 層からは滋 賀 里 V の新しい様相の 土器が出 

土している。 1 四 ～ 123 は滋 賀 里皿で ， nl, T24 一 T28 が滋 賀 里 W.V であ る。 T2 一 14 

と T29- Ⅰ紐は滋 賀 里 V の新しい様相のもので ， 深鉢 の西浦 は 日形で， V 字形の刻みを 施     
上 した 壺 1   占 、 であ る (1 5) 。 

土製品 第 ・ m0 層から 1, 点出土し   
                            厚さは 1.2r.m, 表   
が 残る ( 図版 6-164) 。 

                      磨 築石斧，切目方 

錘 ，石皿，                                                     
無芸 石鉄 (167 一 169) であ る。 磨製 第 8 図 縄文土器と弥生土器 
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石斧は，出角 式 (170) と乳棒状 C171) のものがあ る。 切目石錐 は ，河原石の長 辺 両端に磨 

り 切って溝を作ったもので ，重さ 259 一 659 のものが多い Cr72. 17 の。 

石製 は "  石製華飾 具が 2 点Ⅲ 上 している ( 図版 6)0 r65 は 隅 光長方形で片面に 満があ 

り，茶色の滑石製。 Tf66 は楕円形を呈し ，砂岩梨であ る。 2 点とも両面穿孔であ る。 

                                                                            7,                               

平安時代以後の 遺物は，層位や 遺構別にまとまる 資料がないため ，種類別に分けて 記述 

  
32 一 T41 が℡ ， 1  る 色調は T32@  13f6. 138. 140 一 T42 が 

・ 淡 褐色， T37, T39 が灰白色であ る。 ロ録郎形態は T32 がっくりの良い「 て 」 字状 ， T38 

と I                                                                                           33-136 は 2 段撫で                                                         137 

と T40 は目縁 部に 1 段の撫で，端部に 面取りを施すが ， 140 は 137 より扁平であ る。 1 蛆 

は型 入れの製品で ，表面に多量の 雲母が付着する。 T32 と T42 は 10 世紀， T33- 136 . 1 

38. 139 は 皿 世紀頃 で， 平安時代の遺物であ る。 T37 と T40 は， 口 縁端部に面取りを 施す 

ものとしては 末期的な特徴をもち ， 14 世紀初め頃 であ ろう。 141 は 江戸時代の製品であ る。 

須恵器 143 は 笘 ， T44 一 146 は 壺 ， T47 は 椀 ， T48 は鉢であ る。 胎土は T43 . T48 

が黒色粒を含み ， T44-T47 は少量の良 石 と石英粒を含む。 すべて平安昭代の 製品であ り   

T43 一 147 が 9 一 10 世紀， 148 が 皿 世紀頃 にあ たる。 

緑袖 陶器 149 は付け高台の 稜 椀 ， T50 が切り高台の 椀であ る。 151 と 152 は大型 

で岩壁が厚く 壺の底部であ ろう。 胎土は T4g, T5l. 152 が 須恵質 ， 150 が土師 質 であ る。 

T52 のみは胎土に 砂 粒が多い。 色調は 149 が 明 緑色， T50 は淡緑色， 151 は黄緑色， 152 

は 濃緑色の部分と 淡緑色の部分があ る。 T5l . T52 は内面に杣を 施さない。 T49- 151 は 

平安京周辺の 製品であ る。 I Ⅰ 上 54 一 156 は椀であ る。 T53 と T56 は胎土と色調が 猿投 由吉 る 。 T54 と T55 はそれより年代が 降 り   
白磁 157 は 壺 または水注の 口緑郎であ る。 胎土に少量の 砂粒を含み，みかけの 和調 

は淡 青色を呈する。 

唐津 T58 は 鉢 。 胎土は赤褐色で 小量の砂粒を 含む。 色調は外面が 茶褐色， 内面に灰 

白色の文様を 施し，みかけの 袖調は淡 赤褐色であ る。 

軒瓦   60 は 複弁 八葉蓮華文軒丸瓦で 外区に珠 文を施す平安前期の 瓦であ る ( 図版 7) 。 
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T59 は平安中期の『小刀』 銘 単弁八葉蓮華文軒丸瓦で ， Tfl は平安中期の 単弁八葉蓮華文 

軒丸瓦であ る [ 平安博物館 編 77 コ 。 Tfn2 は平安後期の 店草文軒平瓦で ， BE33 区出土の瓦に 

同箔 があ る ( 東大理文研 77 図版 41 コ。 Tfn3 は宝相 ヤ文 軒平瓦で平安後期の 瓦であ る。 

5  植物遺体 

                                                                                                                                  調査を行った。 本節は昭和 54 年 8 月 

                        された各担当者の 報告をもとに 筆者が要約                                         
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CD) 花粉分析 

花粉 は 3 地点で採取したが ( 第 3 図 P, 一 P,), 分析 は P,.P, 地点について 行った。 堆積 

層中の樹木 ( 風媒 ) 花粉数は， 泥炭質上層では 平均約 3 万個 /cc であ り， 青灰色 粘質 上層 

( 第 21 層 ) は 0 ・ 1 万個 /cc と少ない。 これは厳密に 考察を行 3 時に問題になるであ ろう。 ま 

た 第 14 層，第 17 層は約 5.5 万個 /cc と 多い。 

第 12 層から第 24 層までで，最も 多出している 花粉は ァヵガシ 亜属であ る。 ついでヒノキ 

料理，エノキ 型 ，スギ， トチ / キが 多い。 ぞ                     二次林 件 樹種であ るマツ 属，コ 

ナラ 属，シデ   属などは少な                                                                                                                                                 

調査区域付近の 微高地に は ，カシ類を主要樹種とし ，スギ，ヒノキ ， モ ; 等の針葉樹， ェ 

ノキ，                                                                                                                                                                                                                                       

し 1 年上草本であ る ヒュ属 ，アカ ザ 属が各層よりわずかに 出現しているので ，これらの生 

育しうる 裸 地やゴミ 捨場 等のように，土壌がしばしば 撹 乱を受けやすい 環境もあ ったであ 

ろう。 一方， トチ / ギ の花粉は各層から 高 頻度出土しており ，堆積の全期間にわたり 分布 

していたと推察される。 オニバ ルミ属は第 15 層からのみ多く 出ているので ，この層が堆積 

した短い期間にだけ 分布していたと 思われる。 

京都市深泥池の 花粉分析結果によると ，後氷期の原 都 盆地の植生は① ナラ の時代，② エ 

/ キ の時代，③ カシ の時代，④ マツ の時 ィ憶ど 移り変ってきている。 第 12 層から第 24 層まで 

は，この カシ の時代の堆積物であ る。 ただし P, 地点の第 24 層はエノキ と ナラ類が多く ， 

エノキの時代から カシ の時代への移行   期 のものの可能，性もあ る。 

気候 は ，イスノキ 属や ナギ属の花粉の 存在からみて ，                                                                                                   

ない海洋性気候であ ったと考えられる。 

(2) 種実類 

種実類については 各層 10 か 所の地点で試料の 採取を行った ( 第 3 図 N, 一 N, 。 ) 。 第 17 層 

                                                                                                                            垂直分布の調査 は N, と N4 の 2                                             ガ ト チ イ チ イ 

ち 分散能力の商いイタヤカエデは ，ほぼニ様に 分布している。 また 水 湿地の楠物の 種実も 

集中して分布している。 これらの事実から 次の事が推測できる。 この 堆 植物は河川により 

運搬されてきたものではなく ，林床がそのまま 砂で被われたような 堆積物であ る。 第 12 層， 

第 20 層上面などでの 足跡や，各泥炭質上層中の 立木や倒木の 存在もこの推測を 支持してい 

る。 したがって ， トチ ノキ，イチイガシ ，キハダ等は 種実類の集申している 付近に生育し 



  19 

ていたと考えてよく ， トチ ノキ， カェデ 

等の落葉広葉樹と イティガシ が ，                 

                                                              して生育していた   
垂直分布 水平分布で述べたことか 

ら 判るように，種実は 採集地点周囲のわ   ォ っ @ な 堆 積 物 @ ま と @ 

                                                                                  って ，     

    
Ⅴ VVV Ⅴ     

  

    
口口口 

  
    
    トチ / キ 

    う ザ 刀 く と も 次 第 l] 国 租実類による 植生復原 (1/400) 

第 15 層から第 gA 層 までは，ほとんど 変化はなく， トチ ノキ，イタヤカエデ ，ムクノキ等の 

落葉樹林とイチイ ガシ が混交する温暖多湿な 林であ った。 しかし，第 lf 層 より上は， ヒノ 

キ，モミが増加するようで ， この事 は 気候の乾燥化を 示している可能性があ る。 以上のほ 

かに， N4 の第 15 層より OryzaSativa M イ オ 70 モ ミガさ が数件得られている。     
                                      し 一部をサンプルとして 採取                                                                                             

予備的な観察を 行い， 12   点について同定することができた。 残りの サ ン                                               

木材研究所でプレパラートにして 検鏡中であ る。 

常緑ガシ， トチ ノキ， カヤを同定しえたのみであ るが， この結果から 第 12 層 一 第 20 層の 

森林が基本的にカシ 林であ ったこと， トチ / キの 存在から河辺 林 であ ったと知ることがで 

きた。 また注目                                                                                                                                                                               
なくとも遺跡周辺の 森林は人為的森林破壊の 影響を強く受けていないものと 予想、 される。 

6  そのほかの調査 

植物遺体の調査のほか ，脊椎動物遺体の 検出，地質学的調査， ' 。 C 年代の測定を 行った。 

地質学的調査の 成果は第 2 節層位と堆積でふれたので ，その他の調査について 述べる。 

脊椎動物遺体の 検出 は ， 1.0mm のふるいで水洗し 残ったものを 過酸化水素水で 処理し ， 
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乾燥したものを 原 試料とした。 約 3.8t の上を処理したが ， 1   点の脊椎動物の 骨や歯も発 

見されなかった。 この原因として 化学的な問題があ ろう。 他ト 水の移動の多い 所では， リ 

ン酸カルシウムが 保存されにくい。 ここではすでにこれが 溶解してしまったのではないか 

と 考えられる。 

"4C  年代測定値は ，以下の 8 点であ る。 

第 i5 層出土の材が ， 2005 士 16BP(Ksu-304),  第 15  . 16 層の上が 2350 玉 25BP(Ksu 一 :286), 

第 19 層の上が 2630%60BP(Ksu よ 87), 第 20 層出土の材が 2750 士 20BP(Ksu イ 82) と 2770 

士 4OBP(Ksu Ⅰ 84), 第 20 層の上が 2770 士 40BP(Ksu り 88), 第 21 層 出土の材が 2490%  2OBP 

CKsu-299) と 2770%  40BP(Ksu-283) であ る 

ァ 小 結 

                                                                                                                                                                の 環境を復原することを 目的と   
予定であ る。 したがって，水筋では 今後の見通しを 述べるにとどめる。 

出土遺物については ，縄文中期末の 土器が， KR32 区から出土した 同時期の土器 [ 中村 74a.     
凸 帯文 土器も層位によって 細分でき，今後さらに 綿甲 的 検討を行うつもりであ る。 

植物遺体 は ，それぞれの 分析対象によって ，結果から推測できる 植生の広がりが 異なっ 

ており， また同定できる 属や科が違う             多種類の試料・を 比較検討すべきであ る。 そし 

て ， その上で復原さ                                                                                                                                                                                     

あ ると考えてい       

                                                                                                                      飯田義正，                                           

中堀謙二，種実類は 粉 川 昭平，南木睦彦，木質物は 西出正規，第 5 節の脊椎動物 は 岡崎美彦， 

石田克， ' 。 C 年代測定は山田 冶 諸氏の報告を 使用した。 ただし，筆者が 要約した部分もあ 

る 。 まだ，亀井節夫京都大学構内遺跡調査会長に ，                                                                                                 

調査を指導して 頂いた。 ここに感謝する                                   

( 江コ 

㈹ 座標値が整数値でないのは 新座標に変換したためであ る㎝Ⅰ 章 2 参照 ) 。 

㈹ 同様の溝は藤原宮跡などでも 多数冊 上 している。 



第 3 章 京都大学本部構内 AW28 区の発掘調査 

岡田 せ良 良 吉 里科 き雄 

1  調査に至る経過 

昭和 53 年，工学部イオン 工学実験施設および 電気工学科研究室等の 新宮が計画されたた 

め ，同年 7 月，その予定地すなわち 木部構内電気系教室の 敷地内に， 4 ケ 所の試掘坑を 設 

けて， 遺跡確認のための 試掘調査を行った。 そのうち 1 ケ 所の試掘 坑 TP3 ( 第 12 図 刀 こお 

                                                                                  した ( 東大理文研 79 コ。 

  の 試掘調査の結果，建物新宮予定地の 発掘調査を 2 期に分けで実施することにな     

昭和 53 年度中に，イオン 工学実験施設にあ てられる敷地の 調査を完了し ，その他の建物予 

定地については ，昭和 55 年度に発掘調査を 行うことに在った。 なお，調査に 先立って，解 

体された電気系教室建物は ，明治 35 年に増築ざれた 部分で， この敷地を含めて ，木部構内 

全体は明治 20 年に第三高等中学校の 用地となり，後に 京都大学開設の 地となって現在に 至 

  
成   ドの 報告は，その 第 1                                                                                                                                           :480 

m2, 昭和 54 年 1 月 16 日に発掘を開始                 3 月末                                                                       

置
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2  層位 

調査 地は ，北東から南西にかけて 緩く降る白川水系の 沖積地上に立地する。 現地表の標 

高は，東北部 て 60.2m, 西南部 て 59.8m をはかる。 

層位の状況は ， 後述する近世の 通路遺構 SFl をはさんて， 北と 南 てかなり実った 堆積 

を示す ( 図版 8-1 一 3, 第 ， 13 図 ) 。 すなわち，地平ては 基本的に，上から 表土 ( 第 1 層 ), 暗 

灰色土 ( 第 2 層 ), 黒褐色砂質 土 C 第 8 層 ), 茶褐色砂質 土 C 第 g 層 ), 暗 茶褐色土 C 第 l0 層 ), 

淡 茶褐色上 C 第 l1 層 ), 灰黄色砂質 土 C 第 I2 層 ) となる。 一方，南半ては ，表土， 暗 灰色土以 

下， 曲 灰色細砂 ( 第 3 層 ), 明 灰色 粘 典士 C 第 4 層 ), 暗 灰色 粘 典士 C 第 5 層 ), 黄褐色土 ( 第 

6 層 ), 灰褐色土 C 第 7 層 ) となって 第 12 層に至る。 たたし， 店 SDl と道 SFl との 間 ては， 

第 5 層を除去するとたたちに 第 12 層 か 現われ， この上面において ，室町前期の 上坑や江戸   
第 1 層は，第姉高等中学校か 創設される明治 20 年以降の整地層または 撹 乱を受けた土層 

て ， X=1735 ライン付近は ， 排水管理 投 による擾乱， X=1737 一 1740 およひ X 二 1744 一 

Ⅳ 48 それそれに沿 う 潰乱 は ， 旧 建物基礎のぬき 跡 てあ る。 

第 2 層は，明治 20 年頃 まて耕作されていた 畑土，第 3 層は，第 4 層上面から掘りこまれ 

た溝 SD  l                                                                                                                                   % ま 

                                            居は粘質 に富む水田耕土てあ る。 第 5 層は第                                 

いか同様の水田耕土 て ， これら 2 層からは，江戸後期の 陶磁器が多く 出土する。 

第 6 屈は，腐食 質 をほ                                                                             うる土層 て ， こく   
第 6 . 7 層ともに， 構 Sml 南側の一隅にのみ 検出てきるに す きないため， 末た 年代を定   
                                                                SF Ⅰと同様の                                                                                       

和 h3 年度の拭 掘て 検出した遺構に㍍くものてあ ることはまちかいない。 

                                                                                                                                                                          は遺   
ここ て道 SFl と層位との関係をみてみると ， この路面は，第 10 層 まて加平地文か 行われ 

てはしめて形成されたものてあ り，その市路肩には 第 5 層かか ふる 。 さらに，第 4 層 か 耕 

作される時期と 併行して，一郎第 5 層上面にまて 及んて，路面上に 土砂の堆積 か魅枕 した 

と考えている。 



層 位・遺 構 
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l 表 土 5  時灰色 粘 貧土 9  茶褐色砂質 土 
2  時灰色土 6  黄褐色土 10  階茶褐色土 
3  黄 灰色細砂 ァ 灰褐色土 Ⅱ 淡 茶褐色土 

4  明 灰色相貧土 8  黒褐色砂質 土 12  灰黄色砂質 土 

第 13 図 束生の層位 

3  遺構 

江戸後期の遺構 群 として，近世の 白川道 SFl, 古 Sm エー SD3, 野壺 SF,l 一 SE24, 土城 

SK2 かあ り，室町前期頃 の遺構として ，土城 SK3-SKf かあ る ( 図版 9-1 .2, 第 ].4 図 ) 。 

これらのほかに ， 野壺 SEl0- 郎を壊して掘られ ， 膠しい陶磁器片を 投棄した明治朗 の 

立坑 SK 工 かあ る。 なお， 曲査区 北半にみられる 不定形の大小の 凹地は， いすれも人為的 

な痕跡をみと め かたい。 以下，白川道を 中心に名遺構の 概略を記㌻。 
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の 番号は野壺 (SE) を表わす   5m 

第 14 図 おもな遺構 
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道 SF 工は，第 12 図の地点 A から地点   R に至る通称「白川道」の 一部であ る。 この道 

は，元来光に 高く南に低い 緩い傾斜のあ る土地を切り 通し，迫の北側に は苗さ lm 程度の 

庄面を伴い，南側は 更に別平して 落差 0 ・ 5m 前後の肩耶を 造り出すよ う に普請されている。 

その当初， 道 幅は約 4.5m で，その上面に は 少なくとも 9 対以上の錯綜した 轍が刻まれて 

      ( 図版 10-   2) 。 1 対の間隔は平均して 1.2m 桿度と                                                                   道の両端 と 中央 03 筋に沿って集中してお ハ イ 上 運 兼 用 と な ァ （ - ， と 

もあ るらしい。 

轍跡 には砂礫が堅く 詰まり，更にその 上に薄く幾重にも 面をなして土砂が 堆積し，その 

厚さは 0 ・ 2-0 ・ 3m に達する ( 図版Ⅰ 0 一 1) 。 あ る時期には，                                                         

ぎ 固めるという 舗装に類する 面も認めている。 また，この道がはじめて 普請 ざ                                   

側には 暗 灰色の耕土 Q 第 5 層 ) が盛られるが ，路面は次第にこの 耕土の上にかぶ さ るように 

南へ 拡がり，廃絶直双には 幅 6m 近くになっていた。 ただし，後述する 野壺の切り合い 関 

係からみて，第 5 層の耕土が盛られる 以前にも，通は 時とともに 南へ 拡がるか，ずれてい 

く傾向があ ったようであ る。 

この道が廃絶されるのは ，第二高等中学校の 用地がこの地をとりこんだ 特出   と 考えるの 

が 最も有力であ るが，それについては ，文久年間に 設置されたという 尾張徳川 藩 荒屋敷が 

  
                                                                                      また，                                                                                                                 

ど道 SFl から直接出土した 遺物はわずかな 細片のみで，年代を 定めるには至らないが ， 

後述する 溝 SDl 下層や，野壺群の 推定年代から 推して， 17 一 18 世紀頃 としたい。 ただし， 

調査区の東南隅 第 12 層上面で， SFl に 先行する路面をわずかに 確認しており ， 昭和 55 年 

度 に予定している 東側隣接地の 発掘調査をまって ，新旧 2 つの道について 再考することに 

なろう。 

清 適 SFl0 南側に平行して ，東北東から 西南西に流れる 浩 Sml があ る。 明瞭な掘 

りこみは，第 5 層上面からであ るが ( 溝 Sm ェ 上層， 第 13 図 ), 底面の北側にも 南側にも，第 5 

層 より下位に流路の 痕跡があ り ( 溝 SDl 下層 ), 道普砧が 行われた頃 にはすでにこの 流路 

があ った可能性がつよい。 下層からは，洪武通宝 1 点 ( 第 16 図 1137) が出土しており ，初期 

の流 路が ，渡来銭の流通が 禁止される寛文 10C1670) 年前後を大きく 降ることは考えにくい。 

また上層からは 大量の陶磁器 片 に泥って，褐色のガラス 片や文久 3(1863) 年初鋳の文久永 

                                                                                                                                                していないことか ら，この満が 

埋まったのは 明治維新の前後とするのが 妥当であ ろう。 その後， 溝 Sml は 第 3 層で覆わ 



26   
れるが， その上仙には ， ごく小規模ではあ るが 幅 0.6m, 深さ 0.l5m 程度の流 路が ， まっ   

溝 SD  2 .SD  3                            SF  l の路肩に接して 設け                                                                                             
野壺 SF ェ のみ第 4 層上面で検出しており ，他の SE-g 一 SE24 はすべて第 5 層の下 ， 

第 12 層 コ       面で検出した。 SEl は ， 径 2.2m の円形 掘 形に，漆喰で 径 1.2m の 底と 壁を築く   

SE2-SE24 では，漆喰をまったく 用いず，代りに 木細の壁をもっていた 痕跡をとどめる 

側 が多い。 みな円形で，その 直径は 1.2m から 1.gm まであ って一定していない。 多数の野 

壺が同じ場所で 何度も作り直されているが ， 北にずらして 作り直すということがまった 

くない。 また， 道 SFl にかかる野壺は SE23 を除いてほかになく ，さらに， SEIg 。 SE,20 

02 例以外に 溝 Sm Ⅰにかかる野壺もない。 これらのことは ，野壺群の配置が ， つねに 道 

SFl と荷 SDl とに制約され ， かつ道は，野壺 群 をわずかず つ でも 南 へ押しやるよ う に路 

面の拡がりを 続けたとみるべきであ ろう。 

これら 23 基の野壺 群 の塊土から ぱ ，陶磁器の細片が 小量出土しただけで ，その年代を 定 

めること はむづ かしいが， SE3 から古い時期の 寛永通宝が出土している ( 第 16 図 rr38) 。 道 

SFl が普請された 時期あ るいは 満 SDf 下層の年代を 示唆ずるよ う であ る。 

土塊 第 2 層上面で SKl , 第 12 層上面で SK2-SK6 を検出した。 SK2 は 溝 S02 

の 延長上にあ る落ちこみで ， 遺物はほとんどないが ， 道 SFl の初期に併行する 頃 の遺構 

であ ろう。 SK3-SK6 ぱ ， 白川道とは直接関係のない 室町前期の遺構 群 であ る。 SK3 

は，上部に集石を 有する土城 で ，深さ 1.7m, 東西幅 2.5m をはかる ( 図版 11-1 . 2) 。 他 

の土塊 に 比べて瓦を多く 出土しており ，埋めるときに 意図的に瓦礫を 投棄したものであ ろ 

うか。 SK4 は深さ 2.6m に達する大きな 落ちこみで， 壁はほぼ垂直に 立ちあ がる ( 図版 

11-3)n SK5 も同様の形状で ， 深さ 2.Om 。 SK4 と連なる可能性が 強いが， SK3 どの切 

りあ い関係は確認できなかった。 これらが長く 連なることになれば ，非常時に備えた 仮設 

的な 堀 となる可能性があ る。 次回の調査をまって 再考したい。 

4  遺物 

近世後半の遺物を 中心に，整理 箱 5f ぱい分が出土した。 ここでは，室町前期以前の 土器 

を 出土した SK3 ～ SKf, 2 層に分層できる 江戸 m ト @ 以降の溝 Sm ェ上 ・ 下 各層出土の主 

要遺物を中心にその 概略を記 す ( 図版 12, 第 15 . 16 図 ) 。 

土城 SK3-SK6  これらの土城のうち ， SK3 から比較的まとまって 瓦が出土して 
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いるほか ぱ ，出土する土器の 構成は互いによく 似ている。 mIl は SK3, 11 g ぱ SK5 から， 

TT2-118, 1110 ・ 111l は SK4 から出土した。 

mIl 一 ITf は土師器 皿 。 TT Ⅰ・ 115 が乳白色， TT2 は赤褐色， 1T3 . 1T4 . TTf は 淡褐 。 

色を呈する。 TT7 は瓦器土鍋。 短く厚い口緑郎をもち ， れ面には横位の 刷毛口をとどめる。 

TT8 は土師器高林の 軸   L 端部で，休部との 継ぎ目を撫でつけた 痕がのころ。 これら 8   当の 

うち，土師器 皿 TTf は，休 部 外面に 1 段の撫でを施し ， 口 縁端部を面取りぎみに 撫でると 

いう， より古い特徴をもつが ，他はみな室町前期頃 の製品とみなしうる。 

TTg は 明 緑色の柚がかかるやや 軟質の緑袖枕， mrlo は低く外皮する 高台をもつ 灰 袖枕ま 

たは皿であ る。 上記の土器 群 とは年代を大きく 異にするが，土塊 群が 掘られた頃 には， よ 

り古い時期の 包含 届 があ ったものと考えている。 

nll1 は， 内面 露胎 の 背 白磁で，上面に 放射状の彫文を 有する。 梅瓶 の 藍       となるものであ 

ろうか。 

滴 Sm Ⅰド居 TT は一 1115 は十 - 肺器皿 。 1113 .mlT4 は口径 l0cm, I115 は llcm でいず 

れも 尻 込み周縁に 圏 線を刻みこむ。 nIlfn.m117 ば灯明に用いられた 京焼の皿で， 口径 は各 

々 8.1c.m と l2.3cm 。 外面から底 部 にかけては 施柚 されない 0 

TTl8-TT2n は，伊万里焼栗 付 。 このうち TT Ⅰ 8-TT20 の 3   点は ， 和がかなり剥落している。 

との層から出土する 染付 にはこうした 例が多い。 

溝 SDI 上層 1122 は土師器小皿。 回線外面に撫でを 施し， づ くりはよい。 1123 一 11 

26 は，京焼の灯明 皿 。 2 型式各々大小を 掲げたが， 1125 Ⅱ 126 のような欠きこみをもっ 輪 

状の突起を有する 例は，下層になく ， この上層に多く 出土する。 1127 は，中央に 灯広る 通 

ず筒状の突起を 有する鉄柵灯明℡であ る。 

Ⅱ 37   

  5cm   
第 16 図 銭 貨，和 鏡 
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1128-11 田は染 付 。 出土ずる 器 種は多様で，高足 杯 1r32 には赤絵が施されている。 

1135 ぱ 備前焼すり 鉢 。 表面は赤褐色で ， 卸し目は 8 条単位で密に 重ねて施される。 

TT3f は土師 質 の 無袖 陶器。 器高 に比して， 口径は 24.5cm と大きい。 この 器 種は少なか 

らず小片で出土しているが ，火にかけた 痕跡をもっ例が 多い。 

この SDl 上層からは， U4 箱 ほどの陶磁器類を 出土しているが ， 1T3f のような用途がよ 

く判らない陶器や 灯明 皿 TT25 一 TT27 は，下層ではまったくみられない 資料であ る。 

そのほか， 満 Sm Ⅰやその周辺からは ，洪武通宝 1   点，寛永通宝 5   点，天保通宝 1   点， 

文久永宝 2 点、 ，不明 2 点の計 n1 点、 の銭貨を採集している ( 第 16 図 ) 。 寛永通宝 5 点のうち， 

野壺 SE3 出土の l 点 C1138) は 径 2.4cm, IT3g 一 TT41 は 2.3cm の径であ る。 また， TT45 は 

羽根の浮彫のあ る白銅製の鏡であ る。 溝 SD 上上層から出土           

1146C 図版 12) は， 明治時代の土塊 SK Ⅰ                             一   製の火打石であ る。 ほか 

にも 8 点採集している。 

5  小結 

今回の調査による 主要な成果は ，埋没していた 白川道を，明確な 道路遺構として 発掘し 

たことであ る。 しかもこの遺構百体 は ，昨夏の試掘調査によって 推定していた 位置から， 

北へ l0m ばかりはなれて 検出したものであ る。 試掘を終えた 時点で，路面が 近世初頭を降 

る時期のものではないことに 一つの問題点を 指摘しておいたが ( 末大塊文研 79 コ，江戸時代 

には，今回発見の 道 SFl が新道として 普請しなおされていたことが 判明したわけであ る。 

なお，試掘時に 検出した旧道の 延長は，調査区の 東南隅をわずかにかすめて 通じているよ 

うであ るが， その路面の標高は ， SF 工 より約 l m 低い。 この旧道の上面を ， 洪水による 

と考えられる 砂礫 屑が 覆っていることと ，より高い位置に SF 工を普請していることから ， 

旧道を作り替える 要因としては ，たび重なる 水害を避ける 目的を考慮せね ば ならない。 

さて， この白川道の 普請と災害に 閲して，近世初頭の 文献に興味深い 記載があ る。 吉田 

神社の神官吉田菜見の 日記『 兼見卿記 コと，同社内神 竜院 に住した 兼見 の 弟 梵舜が書き 綴 

った 『 舜 旧記』に，身近な 記事として「山山路」すなわち 白川道のことや 水害のことが 散 
  

見される。 

まず天正 3(1575) 年 2 月，織田信長が 吉田，山川等の 郷民たちに命じて「山中略六百間 

分」を普請させている ( 東児 卿記 ) 。 このとき通帳 は 「 廣 三間」とした。 ところが天正 6 年 5 

月 ，「屋敷 之内 ・ 少路 以下無 正鉢 ，浄土寺立者船山中略 流死 ，白川在家世間 計 抗拒」 ( 兼見 

卿記 ) という大洪水があ り， 信長の輩 下 がこの年の 9 月に山中路の 改修を命じている。 降 
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って慶長 13 年 4 月にも「神宮寺 乾 力芝土井，昨日立大雨期，路次已下散々 損了 」 ( 舜 旧き 己 ) 

という水害があ った。 これらの記事以外にも ， 水害の記録は 毎年のように 書 ぎとめられてお り 

路 」もしばしば 被害をこうむっている。 

天正 3 年には， 確かに新道が 普請されているが ， これを今回の 遺構 SFl にあ てること 

はできない。 むしろ東南隅でわずかに 確認できた旧道の 方がそれにあ たる可能性がつよい。 

ただ旧道の廃絶と 新道の普請の 年代が同じころになるのかというねについては ，次年度の 

調査の課題にしたい。 

なおこの白川道の 歴史は ， 決して信長の 時代に始まるのではなく ，Ⅱ京都の歴史 1 』や 

Ⅱ大津市 史 1 』では，平安京成立以双から 近江と山城盆地とを 結ぶ 主 ．要路の一 つ にあ げて 

いる。 しかし現在のところ ，発掘の」こからその 徴証は得ていな       

  
また，白川道 SFIo 廃絶に関して ，明治維新前後の 絵図・地図類を 検討                             

                                                                                                        と 考えるべきであ ろ       

( 注コ 

㈲ ニ 東邨大学建築八十年のあ ゆみ 京都大学歴史的建造物調査報告 d ( 京都大半 T 学部建築学教室建築 

史 研究室編 77 コでは， 旧 尾張藩邸跡地が ，視束大本部 梢 内に相当するとの 指摘があ る。 

(2@  『史料纂集 ] 『 兼見卿 詔一コ ( 元亀 1 年 6 万 - 天正 9 年 9 月 ) と同 Ⅱ 舜 旧記一 - 三コ ( 天正 n1 年 1 月 - 

度 艮 17 年 12 月 ) による。 

㈹ 名古屋蓬左文庫 蔵 「尾張 藩 吉田屋敷文絵図」，慶応 4 ヰ ・ 2 月刊「改正克町制絵図細見大成」， および 

「上京元姉十四組新市街 計 両道路左図 -@ ㏄京都府百年の 資料第 7 巻 ] 所収の明治，， V 句 @-9 月臨時府会資   



第 4 章 京都大学古田キャン パスの試掘調査 

岡田 保良 清水若俗 吉野治雄 

1  北 白川合宿研修所新嘗予定地 B Ⅱ 37 区 

建物予定地は 農学部バランドの 南側で，現在体育クラブ 部室のあ る場所であ る。 当地は 

北白川扇状地の 末端に位置しており ，東から西へかなり 急に下がる地形を 示す。 これを剛 

平して造成したグランド 部分と， 剛平を受けなかった 道路部分とに 分けて， 2mx 2m の 

試掘坑を合計 7 ケ所 設け (TPl 一 7), TPI と TP2 とを 幅 ¥m のトレンチ (TTR りで結んだ。 

また， これとは別に 幅 Ⅰ m のトレンチを 2 ケ所 設けた CTR2.3, 第 17 図 )0 

層位はどの試掘 坑 ，トレンチでもほぼ 同様で， 10 屑に大別できる ( 図版 13-1 .2, 第 18 図 ) 。 

第 1 層は表土であ る。 剛平を受けたグランド 部分では平坦であ るが，道路部分の 試掘 坑 - ぎ 

は約 lm の比高差があ る。 第 2 層以下の各層は ，地形の傾斜に 沿って束から 西へ順次下が 

る。 第 2 層は青灰色土で ，近世以後の 耕土であ ろう。 第 3 層 は 茶褐色土，第 4 層は赤褐色 

土で，どちらも 主として室町時代の 遺物を包含する。 第 2 .3 層は TPl 一 3, TRl 一 3 では 

                                                                                        た 。   ""5                                                                                                       

包含するが，縄文土器も 混入している。 第 5 層はさらに 2-3 層に細分で                                       

最上層に多い。 TP5 では第 5 層の上面で 径 0 ・ 6m, 深ざ 0 ・ 3m の円形の上坑を 検出した。 士 

坑からは平安後期の 土師器Ⅲが出土した。 第 6 層は暗褐色土で ， TP3.4 のみで検出した。 

第 7 層は黄砂，第 8 層は黒褐色上，第 9                                                                                                                                     

                                    1 では第 7.8 層を検出できなかった。 黄砂上面の標高は 最高 67.7 

m(TP5), 最低 66.0m(TP4), 白砂上面の標高 は 最高 67.7m(TPl), 最低 65.5m(TP4) を 測 

                          標高は TPl 

                              4m てあ る。 

遺物は主として 第 3 層から 免，   

層 にかけて出土した ( 第 19 図 ) 。 Ⅲ 

  は 第 5 層から出土した 平安前期 

の 須恵器 林蓋 てあ る。 口径Ⅰ 6cm り 5 層から ｜ ま の   3TP - 

    
第 17 国 試掘 坑 ， トレンチの 他弩 
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目
 表 土 6  暗褐色土 

青灰色土 7  黄 砂 
茶褐色土 8  黒褐色土 
赤褐色土 9  白 砂 
黒色土 l0 礫 

  2m   
第 18 図 TP4 ( 左 ), TP3 ( 中 ), TPl ( 右 ) の層位 

期 の 深鉢 が出土した。 Ⅲ 2. Ⅲ 3 は TP5 の 上 坑から出土した 平安後期の土師器 皿 であ る。 

口径はそれぞれ 13cm, 9.5cm で，どちらも 回線部外面に 2 段の横撫でを 施す。 Ⅲ 4 一皿 7 

は 第 3 層および第 4 層から出土した 土師器 皿 であ る。 皿 4 は口径 Ilcm で，目縁 部 が指押 

えにより 外 反する。 Ⅲ 5 . Ⅲ 6 はそれぞれ口径 l0cm, 6cm で灰白色を呈し ， Ⅲ 6 はいわゆ 

る へソ 皿であ る。 Ⅲ 7 は口径 13cm で俊明褐色を 呈し， 回禄 部 が少し 外 反する。 皿 5 にく 

らべやや厚手で 大型になり胎土も 少し粗い。 TTr4 一 Ⅲ 6 は室町制 期 ， 1117 はこれより少し 

新しい特徴を 示す。 第 3 層および第 4 層からはこのほか ， 須恵質 大平 鉢 ，目縁端部が 上下 

に拡張ずる備双すり 鉢 ，瓦器羽釜・ 鍋 ，白磁 椀 ，青磁 椀 ，百銅 等 が出土した。 

まとめ 予定地の南西約 50m の BG36 ほ - では，昭和 47 年に農学部ガラス 温室予定地の 

発掘調査が行われ ，平安後期 一 鎌倉初頭の瓦溜を 検出した ( 東大理文研 78h コ 。 今回の試掘 

地点は農学部バランド 造成時の削 平で 遺跡が大きく 破壊さぬていることが 危ぶまれたが ，   
                        た RG3f 区の層位とも ヤ III6 た こ の と     

¥-I  'III4  o I. 10cm を 六二 ら に広い範囲で 確認することが 

第 ]9 図 出 土 -  遺 物   
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2  医学部総合解剖センタ 一新宮予定地 APlg 区 

予定地は現在の 法医学教室を 含む 2776m2 であ る。 この範囲内の 西端 抑 c2 ケ所 (TPl. 

2), 東端部に 2 ケ所 (TP4.5), その間に 4 ケ所 (TP3.6 一 8) の計 8 個の試掘坑を 設けて， 

遺物包含層の 堆積状況および 出土遺物等を 確認した (TPl-7 は 2mX2m, TP8 は 4mX l 

m, 第 20 図 ) 。 なお TP4 では，刻石の 一部を検出したため ， さらに西へ lm 拡張した。 現 

地形は標高約 52m で束から西へ 緩やかに傾斜する。 全体的な堆積状況は 次のとおりであ 

る。 厚 さ約 0 ・ 5m の表土の下に 潰乱を受けた 茶褐色土 (TpP7 第 2 層 ) があ り，続いて平安後 

期から室町時代にかけての 遺物を含む茶褐色土および 黄色粘土 混 茶褐色土が堆積する。 こ 

の層序は TP3.6.7 で明瞭であ るが，西端部 cn つ TPl.2 。 8 と東端部の TP4.5 とではまったく 

興 っており，この 範囲内に 3 種の堆積状況を 認めることができた ( 図版 13-3, 第 21 図 ) 。 

層位と遺構 TPl では地表 下約 1.Om まで表土 ( 第 1-3 層 ) で，これに続く 黒褐色 粘質 

土 ( 第 4 層 ), 灰黄色 粘質土 ( 第 5 層 ) で は 近世以降の陶磁器類を 中心に出土し ，黄褐色砂礫 

層 ( 第 12 層 ) 以下は遺物を 含まない。 TP2 では地表 下約 0.7m までの表土層の 状況は TPl の 

それとほぼ同様であ る。 TPl の灰黄色 粘質上 に対応するものと 考えられる灰白色 土 の 薄 

い 層をはさんで 赤褐色土，黄褐色砂質 土 ，黄褐色砂礫，茶褐色礫の 各層が続く。 赤褐色土層 

        は 室町前期の土師器がまとまって 出土する ( 第 22 図Ⅲ 1l. D116) 。 TP3 では 10 一 15cm 

の 薄い表土 T に土師器と少量の 近世陶磁器を 含む茶褐色土が 約 0 ・ 5m 堆積し，平安後期か 

法医学教室 

第 20 図 試掘坑の位置㎝。 内は昭和 54 年度発掘調査範囲 ) 
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l 表土 1 6  茶褐色土Ⅰ Ⅱ 黄色シルト 

2 表土 2 7 茶褐色土 2 l2 黄褐色砂礫 50m 
3 表土 3 8  赤褐色土 l3 黄色砂 

  
4  黒褐色 粘 貧土 9  灰褐色 粘質土 
5 灰黄色 粘 貧土 l0 淡黄褐色砂 Ⅰ m   

第 21 図 TP4 硅 ), TP7 i 円 ， TPl ( 左 ) の層位 

ら 室町前期の土師器 皿 を申 心 に出土する。 以下に続く黄色粘土と 白灰色砂礫居城 - 「は無道 

物 層であ る。 TP4 は東山通りに 面する約 lrrl の高まりの傾斜部分に 設定しだ。 この表土 - ド 

には灰褐色柄 質土 ，淡黄褐色土，黄色シルトの 各層が続く ( 第 21 図 ) 。 また - 部赤褐色土層 

が存在し，平安後期の 土師器を出土する。 第 10 層上面には刻石が 検出された。 この 遺横は 

花樹岩の切石を 内側に面をそろえて 南北方何に 2 列平行に並ぶものであ り，さらに連続す 

る。 構内には黒褐色土が 堆積していることからごく 最近の遺構であ るこどが推定できた。 

TP4 から北へ約 l0m の TP5 では層序関係は 大ぎく 異 - る。 表 d, 下に は 若干の遺物を 含む近 

世以降の耕土があ り，地表 下 lm 付近の細砂・ 申 砂からは磨滅した 縄文土器 2 片が出土し 

た 。 これらは砂の 堆積過程で東北方面からの 流れに伴って 運ばれたものと 考えられる。 

TP7 は TP3.6 とほぼ同様の 層序を示す。 なお茶褐色土 ( 第 7 層 ) 直下には直径 5 一 loc 、 ・ m の 

礫が東半蔀一面にあ り，ざらに束へのびる。 遺構の一部と 考えられるので 原状のまま坦夷 

した。 TP8 は TPl と同様の層序を 示す。 以上の調査から TPl と TP2.8, TP3 と TP6.7, 

TP4 と TP5 でほぼ対応する 層序関係を示すことが 明らかになった。 亡 のことから， 束西 

に大きな層序の 変化があ り，特に TPl 。 2.8 と TPF:.6.7 との間にば表土下の 各層位に明瞭 

な断絶が認められた。 

遺物 Ⅲ 8 一 Ⅲ 16 は土師器，Ⅲ 17. Ⅲ 18 は須恵器であ る。 Ⅲ 8. Ⅲ 1O は TP6, Ⅲ 9. 皿 12. 

Ⅲ M 。 Ⅲ 15 は TP3, Ⅲ 11. Ⅲ 16 は TP2, Ⅲ 13. Ⅲ 17 は TP7, Ⅲ 18 は TP8 から出土した ( 第 22 

図 ) 。 皿 8 は休部下半に 削り，上半部には 撫でが施され ， つ まみ上げの 口 縁端部をもつⅢで 

あ る。 9 世紀中葉の製品とみる。 Ⅲ 9 は外面に 2 段撫でをもちに 縁端部を メ L くおさめた平 

安後期の大冊であ る。 Ⅲ 10 。 Ⅲ 13. Ⅲ 14. は休部に 1 段 撫で， 口 縁端部に面取りがなされてい 
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ぷ， Ⅱ l 2 

    ，ユイ " は 

" 一 
Ⅲ l 0 Ill I 5 

" ヲ Ill・ 
  10cm 

m i i   
第 2m 図 出 土 遺 物 

る 。 Ⅲ 15 は平底で休部がぽ ぼ 直角に立ち上がり ，目縁 部 に面取りをもっ 受皿 であ る。 I1i2 は 

糸切 底で 灰褐色を呈する。 休部内覚面に 丁寧な撫でを 施し回線端部を 丸くおさめる。 Ⅲ 10 ・ 

Ⅲ 12 一皿 15 は鎌倉双葉のもので ， mlo とⅢ U4 はこの時期の 皿の大小のセットをなず。 ⅢⅡ 

は体部が肥厚しながら 外 反し， 1 段撫でを施す。 Ⅲ 16 は体部がやや 外皮ぎみに立ち 上がり 

底部中央が上方へ 突出する へソ 皿で灰白色を 呈する。 Ⅲ 皿と Ⅲ lf は室町前期の℡のセット 

をなす。 Ⅲ i7 は須恵器 体 で ，   
は 横 撫でを施す。 胎土は砂粒が 多く，焼成はよくない。 6 世紀末の時期にあ たる。 Ⅲ 18 は 

須恵器の神詣で ， 暗 灰色を呈し焼成は 良好であ る。 8 世紀のものと 考えられる。 

以上の試掘結果に 基づいて，昭和 54 年 7 月 24 日から同年 12 月 28 日予定地の発掘調査を 行   
                                  ら 近世にわたる 時期の井戸，土器 溜 ， 溝 ， 集石 ， 柵列 等の遺構を検出                 

査区 中央部 は主 取り跡を室町前期に 大規模に整地したものであ ることが判った。 また， 

TP2 だけに現れた 室町前期の土師器を 出土した赤褐色上層は ， この西北部に 限って分布 

するものであ る。 また TP4 の刻石 は ほぼ真北方向に 連続するものであ るが，その南端で 

は現代の土管に 連結していること ， 構 内仝体に表土が 埋 宿 していることからこの 遺構は少 

なくとも明治以降の 建物に伴うものと 考えるこどができる。 TP7 第 7 層直下の礫 溜は ， 

約 2mXl.5m の楕円形をした 浅い土 坑 上部に集 枯 したもので， その下部には 茶褐色土が続 

き鎌倉後半から 室町中期にわたる 遺物を出土するものであ った。 遺物としては 平安後期か 

ら室町中期にかけての 土師器を「 t1 心として，後期旧石器昭代のサイドスクレーパー ( 第 6 

章参照 ), 縄文土器，石錐，弥生土器，古墳時代および 奈良時代の須恵器， 中世陶器，輸 

入磁器， 瓦類 ，近世陶磁器等を 得た。 現在，整理作業にかかっており ，調査の詳細は 昭和 

55 年度年報において 報告する予定であ る。   
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3  医学部構内電気管埋設予定地 ALl8 区 

電気管埋設予定地に 沿って 3 ケ 所に試掘 坑 C2mx2m) を設けて，試掘調査を 行った ( 図 

版 1-68a 一 c)n TPl では最近の工事に 伴うと思われる 南北方向の掘り 込みが約 1.5m まで 

達しており，バラス や レンガを含む。                                                                                                               

茶褐色土，黄褐色土，黄色粒質土の 各層が続く。 茶褐色土層と 黄褐色上層からは ，土師器， 

陶磁器の細片が 出土し，それらは 室町時代から 江戸時代にわたるものであ る。 まだ，黄色 

粘質 土居上面では 長径約 10 一 30cm の 石 7 個が列をなして 検出され， これはほぼ 北 へ向か 

って連続していくものと 思われるが，時代および 性格については 不明であ る ( 図版 13-4) 。 

TP2 では地表 下 約 0 ・ 8m まで表土が堆積しており ，近世およびそれ 以降の陶磁器を 出土す 

る。 第 4 層の黒褐色 粘質 上層からは土師器の 細片が出土するが ，以下に続く 各層からは 遺 

物 が出土しない。 TP3 では 礫 混り黒褐色土と 暗褐色土からなる 厚さ約 0 ・ 5im の表土の下に 

少量の土師器，陶磁器を 含む黒褐色 粘質土 ，黄褐色土の 各層が続く。 以下遺物を含まない 

灰黄色砂礫となる。 これらのうち ， TP2 と TP3 の黒褐色 粘質 土は連続するものであ り， 

また基盤の砂礫 層は TP2 と TP3 で緩やかに下がり ， TPl に至って急激に 下がっているこ 

  
以上 3 ケ 所の試掘坑の 調査の結果， 少量の土師器および 陶磁器を出土ずる TP2 と TP3 

で，                                                                                                                                                                                                       

                              って層序関係は 異っている。 TPl の第 6 層 ( 黄褐色上層 ) は後世の撹乱を 受 

                      万列について 北方向への連続を 追うことによっ                                                         らかにできる 可能性があ り   
    

      

  
        51m   

    
  W   

        
      50m   

錫 
  

Ⅰ 表土 1 5 茶褐色土 9 黄褐色 粘質土   
2 ヂ士 2 6  黄褐色土 10 灰褐色砂                                                                           m『:                                                                                                                                                                                                                                     
3  表土 3 7 黒褐色土 Ⅱ 灰黄色砂礫 

4  黒褐色相 質土 8  灰褐色砂礫     Ⅰ m 

第 23 図 TP2 (e 生 @, TP3 ( 申 ), TPl ( 右 ) の層位 
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4  教養部電気管埋設予定地 AM24 区 

層位と遺構 予定地は教養部 E 居館の南で ， 2 ケ 所の試掘坑を 設けて堆積層序と 遺構・ 

遺物との関係を 調査した ( 図版 1-69a.b) 。 2 ケ 所の試掘 坑は l0m ほどの間隔であ るにも 

かかわらず上層の 堆積は非常に 異っている ( 第 24 図 ) 。 TPl では表土 ( 第 1 層 ) 直下に直径 

5cm 前後の河原石がびっしりと 敷 ぎつめられており ( 第 2 層 ), その下に厚い 耕 -hC 第 3 層 ) 

が堆積する。 礫 敷は試掘 坑 全面に及んでおり ，さらに広がるはずであ るがその年代，性格 

とも判然としない。 第 3 層は江戸後期以降の 堆積であ る。 第 4 層はやや粒質の 茶褐色土で 

室町中期の土師器を 出土ずる ( 第 25 図Ⅲ 23. Ⅲ 24) 。 第 5.6 層は暗褐色から 黒褐色に 漸移 的 

に変化する層で 平安前・中期の 土師器，黒色土器をかなり 包含する (T20 一皿 22. Ⅲ 25) 。 

第 7 層以下はほとんど 遺物を含まない 砂質 土 または砂礫であ るが，第 7 層中より畿内算 r 

様式 ( 新 ) の弥生土器の 皓目縁 部 1 点を採集している (T19) 。 

TP2 では第 2 層の近世以降の 耕土中より室町中期の 土器を採取したほかは ，より古い時 

代の遺物を待ていない。 第 3 層以下では遺物はまったく 出土しないが ， 第 6.7 層の粘 質 

に富む土層が 上下の砂礫 層 にはさまれて 堆積するという 状況は TPl では見られない。 現 

在 までの東大構内追跡の 調査結果からみて ，第 4 層以下は弥生中期までの 堆積とみなし ぅ 

るので， TPl 第 7 層は TP2 第 4 層に対応ずると 考えている。 つまり平安前期までこの 地 

は 束から西に落ち 込む段を有する 地形であ う たと推測されるのであ る。 このことは TPl 

  N W     

                      一 53m     
  

  Ⅰ ""   
一 52m 

TPI TP2 
  

  表 土 7 黄褐色砂質 土 
  

2 礫 敷 8 校灰黄色 土 l 表 土   
3  灰褐色土 9  白灰色細砂 2  黒色土 ァ 赤褐色砂質 土 
4  弦 将是 乞士                                               3  黄褐色土 8. 黄禍色砂質 土 
5  暗褐色土 Ⅱ 白色砂礫 4  黄 灰色砂質 土                                 
6 黒褐色土 5  黄 灰色砂礫 

第 24 図 TPI ( 左 ・ 中 ), TP2                 
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第 25 図 TPl 出土の上     器 

第 8 層の堆積が東北へ 百 くなるという 観察とも符合している。 なお， TP2 第 6 . 7 層は縄 

文一弥生前期の 土器を出土する 可能性のあ る土層であ る。 

遺物 近世 - 近代の陶磁器 類 のほか，室町中期と 平安前・中期の 土器がまとまって 田 

上した。 第 25 図の 7 点はすべて TPl から出土したもので ，Ⅲ 23. Ⅲ 24. は第 4 層，Ⅲ 20 一 

Ⅲ 22. Ⅲ 25 が第 5 . 6 層，Ⅲ i9 が第 7 層から出土した。 Ⅲ 23. Ⅲ 24 ぱ やや厚手の白っぽい 焼 

成の土師器で ， 口 綾部外面に工段の 撫でを施して 休部を覚反させろという 共通の成形技法 

をみとめ， あ る時期の大小の 規格を示す資料で lh 世紀後半にあ てている。 Ⅲ 2.9 は明るい黄 

褐色を呈する 土師器℡で， 口 緑郎 は 1 段の撫でど端部にかえりをもたせる。 Ⅲ 25 は百台を 

もっ土師器 杯 。 Ⅲ 20 は黒色土器 哲で燈 黄色の外面に は箆 削りの痕跡をとどめ ， 内面には 横 

位 または斜位の 刷毛目がみとめられる。 Ⅲ 21 ぱ 土師器 舞で赤 樺色を呈し，内面には 全面に 

粗い 横 撫で， 休部覚面には 綱 位の 箆 削りが施される。 Ⅲ 20 一皿 22. Ⅲ 25 は 9 世紀ないしは 

10 世紀の資料であ る。 Ⅲ 19 の弥生土器は 焼成良好でくすんだ 灰 赤色を呈する 姿で，内面に 

は撫で調整がなされる。 口 綾部は短く外反し ，その下方に 4 条の箆描き沈線を 施すもので， 

畿内算 1 様式 ( 新 ) に通有の控であ る。 

まとめ 今回の調査地点のすぐ 西方では，昭和目年の 管路工事に立ち 合った折り，平 

安後期の瓦溜を 確認し ( 図版 1-15), 12 一 13 世紀にかけての 福勝院 関係の遺跡が 存在する 可 

能 性が指摘されていた。 ところが今回の TPl における土層はこの 地に平安双・ 中期と室 

町時代の遺跡が 存在することを 示唆するものであ った。 ことに平安前・ l 中期の良好な 包含 

層を確認できたこと ぱ 貴重であ る。 またぞれ以前に 束から西へ落ちる 段が存在したことの 

発見も，今後横内の 地形復原を考察していく 上で重要な視点を 与えるものであ る。 ともか 

くこの付近が ， 福勝院 比定地とされる 可能性に加えて ，構内遺跡を 理解する上で 新たな状 

点で， 貴重な成果を 得たといえよ つ ，   
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5  工学部機械系校舎斬首予定地 AT2g 区 

予定地は本部構内の 東南隅にあ たる。 2mX 2m の試掘坑を合計 7 ケ所 設定した cTPl 

～ 7   第 26 図 ) 。 このうち TP3 は表土直下で 旧建物の基礎にあ た                               

層位は TP4 を除き， どの試掘 坑 でもほぼ同様であ る ( 第 27 図 ) 。 地表から地山の 砂層ま 

での間に 7 層を検出した。 第 1 層は表土であ る。 第 2 層は黒褐色土で ，鎌倉～室町時代の 

遺物を含む。 第 3 層は黄砂であ る。 上面は標高 58m 前後で，どの 試掘 坑 においても大差な 

く， 第 2 層堆積以双に 別平された可能性があ る。 第 3 層上面では遺構を 検出した。 TP2 

では幅約 2.5,n, 深さ 0.Sm の南北に走る 溝 ( 第 27 図 左 ) を検出した。 塊土中に鎌倉一室町時 

代の遺物を少量含み ，また，埋立上面には 瓦を合 む 矢石が認められた。 TPf では深さ約 

                                  14-,L, 第 27 図 右 ) を検出           埋 土は第 2 層とほとんど 区別できないが ， 

砂や黒色土が 混 6 点で 興 る。 鎌倉時代の土師器 皿 や宮方神宝 C818 年初鏡 ) が出土した。 こ 

のほか TPl .4 . 7 でも 土 坑や浅い渦を 検出した。 第 4 ～ 6 層は TP4 のみに認められる。 

第 4 層は暗茶褐色土で ， 縄文晩期の土器と 弥生土器とが 出土した ( 図版 14-3) 。 第 5 層は 

黒色土，第 6 層は暗褐色土，第 7 層は白砂で，第 7 層上面のレベルにはかなり 変化があ る。 

TPl では，第 6 層と第 7 層との間に厚さ 約 l0cm の渋茶褐色土の 堆積があ る。 第 5 層以下   
遺物は第 1 .2 ・ 4 層 と ，第 3 層上面で検出した 遺構とから出土した ( 第 28 図 ) 。 Ⅲ 26 は 

TP4 第 4 層出土の縄文晩期 深鉢で ， 日録郎に刻み 目を施した 凸帯 をもつ。 これに伴って 

                                                            試掘城壁面出土のため 大部分を埋めもどしたので 特徴は明ら           

ない。 TP4 ではこのほかに 第 3 層を切る土塊 か                                                                                                             

に 19 条の箆 描 洗練を施 す 小型 壺で ，胎土にかなりの 砂 粒を含み 淡 褐色を呈する。 京都大学 

北部構内 RR29 区でも黄砂を 切る   
上しており [ 東大理文研 79 コ，半裁   
Ⅲ 27 は 箆 描の平行直線 文 を主とし てお り 

                                        皿 28 は TP 工     第 2e 図 試掘                           
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    58m     
ダ 

  

  

  

睡蓮 壷 ;;;;jj"i. ォ蓬互まコ宙 

l 表 土 6 黒色土 
2 黒褐色土 7 白 砂 
3 黄 砂 a 砂漏 暗 茶褐色土 ( 溝 ) 

4 倍茶褐色土 b 砂 ・黒色土 混 暗褐色土 ( 立坑 )   2m 
5 暗褐色土     

第 U7 国 TP2 ( ヱ E), TP4 ( 中 ), T 「 P6                       

が ， その産地は不明であ る。 Ⅲ 29. Ⅲ 30 は鎌倉時代の 土師器 皿で ， 目縁邦に 1 段の横撫で 

を 施し端部を面取りする。 皿 29 は TP6 玉坑から，Ⅲ 30 ぱ TPf 第 2 層から出土した。 ffl31 

は 室町前期の土師器 皿で ，灰白色を呈する。 TP2 第 2 層から出土した。 このほか， TP2 

第 2 層から楕円形の 瓦当面をもっ 複弁 八葉蓮華文軒丸瓦が 出土している。 

まとめ                                                           昭和 51 年に AZ28 区の立合調査で ，黄砂下の黒色土 

から縄文土器の 細片が出土したほかは 縄文土器と弥生土器の 出土をみなかったが ，今回の 

試掘調査で，黄砂上に 縄文晩期の土器と 弥生土器とが 共伴 する良好な遺物包含層を 検出し 

たのは重要な 成果であ る。 また平安時代以後については ，北部構内から 本部横内東北部に   
も 

かけて吉田守が 比定されており 

[ 本 多山 54 コ， 教養部構内南部付近 

III26                                                               

( 福山 77 コ。 当 試掘地点に関して   
ないが， 溝 や上児等の遺構 や， 

@EEEC@@@g  @-@  -/@o  ifi@@li@@@.LT@@,* り 

献上からの空白を 埋めるべく，   10cm 
  今後の調査に 期待したいところ 

第 2m 図 出 土 遺 物 であ る。 ( 吉野 ) 
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]  遺跡の概要と 調査の経過 

瀬戸遺跡は，和歌山県西 牟宣郡 白浜町にあ り，現在は京都人 グ Ⅳ宇 部 附属瀬戸 臨 陶工険 

所の構内にあ る。 白兵町の温泉街から 北曲に突き出た 岬の先端に位置し ，央と 西には丘陵 

か 迫り， 市 と北は侮に接する 砂川上に遺跡は 立地している。 追跡の周辺には 川かないか， 

束 瑞の山際には ，御殿井戸と 町はれる井戸かあ り，現在の水面は 地表 - ト 2m てあ る ( 図版 

i5- D 。 昭和 51 年度に職員宿舎新倉下車 に 伴って， この遺跡の発掘 凋 査を行い，縄文 晩 

期の埋葬八 % 1 体 と古墳時代の 箱 式石棺と片 墳 とを発見した ( 第 29 図 ) [ 京人 凋査会 77, 涼   
                                                                                                                                    学生寄宿舎の 3 棟 か 新宮 

される予定とな           ア 定地について 本年度試掘調査を 実施することにな           

凋査 地を各地域ことに A 一 E 区の 5 ケ 所に分けて，試掘 坑 には各区ことの 通し番号を付 

した ( 第 29 図 ) 。 凋査 にあ だっては， 遺跡と微地形との 関係を明らかにするため ， てきる 

      

                                
第 29 図 試掘坑の位置 
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だけ深く掘り ，海成層を確認するように 努フ 1 し ， 砂堆 の粘度分析を 行うことにした。 

2  層位と遺構 

今回の調査 地は 実験所の両手 部で ， 地表面は標高 5.5 一 7.0m であ る。 試掘 坑 A2 と A 

7 付近がもっとも 高く，周囲は 緩やかに低くなるが ， A2, A7, Al の南は急な傾斜で ま あ る た D7 は ， 

層位は各地域や 試掘 坑 ごとに細部において 異 って                                             と，               

向の層位には 大きな差を認めうるが ，東西に並ぶ 試掘坑は類似しているものが 多い C 第 30 

  
7, A 5 C 1, n6 の層位で， 調査 地 全域の南北方向 上キ 珪積 をみ、 る 

( 第 ・ WO 図 上 )n A7 で は 表土の下に粒子の 細かい黄白色細砂が 厚く堆積しており ，その下の 

黄 灰色細砂層と 暗褐色 中 砂層には， パ ミスとスコリアが 含まれている ( 図版 15- 2) 。 第 4 

一 12 層は奈良・平安時代の 遺物を包含する 層で ，                                                                                                                         

                                                                                                  ぅ 。 A5 は ，                                                                                           

試掘 坑 であ る。 第 14 . 15 層上面と第 17 層上面には侵蝕を 受けた痕跡があ る ( 図版 15- 3) 。 

第 8 層が奈良・平安時代の 遺物を包含 し ，第 14 一 17 層 は 古墳時代の遺物を 包含していた。 第 17 層は A7 の第 12 層と同様に，下位の 第 31 層が土壌化したもので あ ろ A7 と A5 ぱ 似た層序であ っ た 力 C ェ と D 6 ら @ ま ま た く 異 る C l の表土直下の 黄梅 

色申 砂層， 武燈色中 砂層以覚は，ほとんど 粒子の細かい 細砂層であ る ( 図版 16- 1) 。 この 

細砂層の間層として ，目粉の 湿 った 砂 ( 第 27 一 30 層 ) が入る。 

次に，試掘 坑 E l, A l , A2, B l の層位で，調査 地 南部での東西方向の 堆積をみる 

( 第 ・， i0 図工 ) 。 E l . A l , A2 の層位は類似しており ， 標高 5.0 一 5.5m に奈良・平安時 

代の包含 層 がほぼ水平にみられる。 A l と A2 ではこの包含層の 下に ，                                                         く よ しているが， R l ではこれらの 間に， 目 粉の混 

らない層が介在する。 一万， B l の層位 は ，上部が AR の層位と類似するが ，下部は C l 

の 細砂層を主体とする 層位に類似しており ， B l 付近が南部と 北部との 堆 敵状況の変わり 

めと考えう     

                                        試掘 坑 A l の第 10 層中で検出した 土塊 SK l と ， D 7 の黄色細砂上面 

で 検出した縄文晩期の 貝ブロック SXl であ る ( 図版 16- 2) 。 SKl の検出した部分は ， 

南北 0 ・ 5m, 東西 1.Om で，遺構は試掘 坑 の 外へ 延びている。 深さは約 0 ． 3m, 奈良後期ごろ 

の実形の土師器 杯 ( 第 32 図 1V5) と製塩土器 CIV2g) などの破片が 出土した。 SXl は 3 つの 
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貝 ブロックからなるが ，それぞれに 差は認められず ，小型の巻貝が 主体であ った。 

3  遺物   
主であ           

                                                                                                                                                    ( 第 31 図 ) 。 Ⅳ 1. Ⅳ 2       

線内面を指で 押え，外皮気味に 口縁端耶を薄くした 土器で，世帯の 断面形は ノ 形で ， 刻み 

は V 字形であ る。 同様の土器は 昭和 51 年度の調査でも 出土している ( 東大調査会 77 図版 51 コ 。 

凸帯 やロ緑郎の形態からみて ，世帯皮土器としては 後出のものであ ろう ( 第 2 章④参照 ) 。 

IV3.1 Ⅴ 4 は， 白帯皮土器の 底部で， 丸 底を呈するもの (V4 、 ) ど ，九原に粘土紐を 貼り付 

けて平底 状 にしたもの ( Ⅳ 3V とがあ る。 Ⅳ V3 . W4 とも外面は粗い 箆 削りで， 1V3 は内面 

                                                              畿内では断面 ノ 形の凸 帯 をもっ土器が 丸 底 になる例はどく 少ないが，Ⅳ 

4 と Tvl は胎土や焼きや 調整方法な                                                                                                 ・ W                           

期のものであ ろう。 Iv2 は試掘 坑 1)7 の SX ェ上面から出土した。 

                                黒色土器                                                                                                                                                                             り 
平城宮出土資料における 分類の杯 C にあ たり，平城宮 第 Ⅳ期に比定できる ( 芸文明 7f コ 。 試 

掘 坑 A l の SKl から製塩土器 IV29 とともに出土した。 rV6 は 杯 A で， 目縁端部で強く 外 

もっ土器。 9 ろ 

                                                  繊密な胎土と 丁寧な 箆 磨き仕上げとが 特徴であ る。 Ⅳ 8 は岡林の 脚 

部で，胎土と 調整方法がⅣ 7 と類似する。 4 世紀後葉を中心とした 年代に比定できる。 W   
。 "."" @ 。 弔蛇笘 ・ @@ も 。 ぎ癬 "' ㍗も ス       

    10cm 

第 31 図 縄 文 ．」． 器 
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IV33 

IV34   
第 33 図 ナ ・   

ろと   盟 われる。 準 lVl0 ・ IVl2 は ， 「 く 」字形の口緑郎 と 粗雑な面取りをした 目縁端部とを 特 

徴とする。 一方， 許 lV14 は短い口緑郎 と 鋭い口縁端部とをもつ。 また，Ⅳ 皿 ・ Iv13 のよう 

に 円筒形の休部をもつ 進もあ る。 やや硬質で粗い 刷毛仕上げをもつⅣ 皿ど ，軟質で撫で 仕 

上げをもつ W13 とに分れる。 IV Ⅱ・ lV13. W Ⅰ咄は， 周辺の遺跡では 田辺市北仲伏遺跡 ( 第 

34 図 ), また尼崎市金楽手貝塚 (E 崎 市教委 7f コに 類例があ る。 10 世紀ごろど考えられる。 

黒色土器は，すべて 内面にのみ炭素の 吸着があ る A 類で ， 椀の底部が主であ る ( 第 32 図 ) 。 

そのほか，薄手で 口 緑 内面に 1 本の沈線を持つ 破片が小量出土している。 小さい三角形の 

高台をもっⅣ 16 と ，やや外方へひらく 台形の百台をもっⅣ 15 との 2 種類があ る。 田辺市 こ l ヒ 

仲伏遺跡から 出土した土器が 比較資料となり ， 10 一 Ⅱ世紀ごろの 年代に比定でき る 。 

須恵器                                                     した。 IV17 は立ち上りをもっ 杯，                                                           

狭い面があ る 杯蓋で ，両者とも 6 世紀中葉に比定できる。 IV21 は高台付の杯， IVlg は 受部 

近くに段のあ る 杯蓋で ，両者とも奈良後期に 比定できる。 lV20 は小型敢の破片で ，短く外 

反して上へ広がる 口 頸部に， 櫛描 波状文を密に 施している。 5 世紀後葉であ る。 

そのほか， A l から 緑柚 陶器の細片 1 点 ， n 6 から削り出し 輪 高台をもち，， 施袖 のみられ 

ない 緑袖 陶器 f   占 ， C l から見込みに『 寿 』の銘のあ るくらわんか 茶碗 が 1   再出土している。 

製塩土器 出土した製塩土器は ，脚台をもつ 1 類 ，薄手で丸 底 の 虹類 ，厚手で丸 底の   
1 類は， さらに Ia. lb 。 Ic 類に細分できる。 Ia 類 OV24) ぱ ，脚高 3                                         

比べて高い脚台をもち ，外面に叩き 目があ る。 破瓜 式 B 類 ( 近藤 f64. コ ，脚台 1 式 ( 広瀬 78 コ 

に 対応する。 Tb 類 d Ⅳ 22.1V23 .1V25 .1V26) は，脚高 1. 、 5cTn 前後で，外面に 叩き目，内面 

に丁寧な撫で 仕上げを施すのが 普通であ る。 また 内 底面に 箆状 工具による調整痕を 残す 例 

CIV25) も多い。 なお， 底径 では， 5.Ocm 前後の土器 ClV23) と同 4.Ocm 前後のもの CIV25 .W 
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26) との 2 種に， 形態では， 脚台 郎と 体部の境がくびれる 土器 CIV23.1V26) と直線的なも 

の (IV25) の 2 種にそれぞれ 分類できる。 本 類は目良 式 土器 B 類の典型をなす 土器であ り， 

脚台Ⅱ式に対応する。 Te 類 CIV27) は， 底径が lb 類 より小さく，脚高は l.hr.In 前後で，叩き 

目の有無が不明であ る。 森 浩一・白石太一郎による C 類に対応する ( 森 ・白石 68 コ。 Ⅱ類は， 

器 壁の厚さが 0 ． 2cm 前後の丸底土器で ， 指 押えによる丁寧な 仕上げをもつ。 口曳犬上 器 A 

類 ， 丸底 1 式のそれぞれに 対応する。 試掘 坑 E l で 小量出土しただけであ る。 

Ⅲ 類 C Ⅳ 28 。 Ⅳ 29) は，岩壁の 厚 さ 0 ． 8cm 前後で， 指 押えによる粗い 仕上げをもつ。 口径 

7.Ocm 前後の土器 ( Ⅳ 28) と同 10.0 。 m 前後の土器 C Ⅳ 29) にわかれ， 両者は器高も 口径に比例 

した差異があ る。 大類は， 森 ・白石による E 類 ・ G 類と丸底 Ⅲ式のそれぞれに 対応すると 

考えられる。 

以上の 1 . Ⅱ・Ⅲ類のうち 1 類と Ⅲ類については 層位的に分離できた。 共伴 した土師器・ 

黒色土器からみて ， 1 類が 4 世紀後葉，Ⅲ類が 9                                                                                           

    Ⅱ類については 他の遺跡での 検証から 5   世紀後葉を中心とした 時期と考える。 

土鐘 紡錘形百滴土煙 (V30-1V32) と管状 土錘 ( Ⅳ 33 . 1V34) があ る ( 第 33 図 ) 。 W30 ～ 

W32 の満は型押しで   作られており ， また， W33,W34 の孔も心棒を 使って作っている。 Ⅳ 

30 は重 さ 1319, W32 ぱ 709, W33 ぱ 89, Ⅳ 34 は 79 であ る。 出土層位からみて ， W30 ～ W32 

は 10 匹紀を中心とする 年代に比定でき ， W33 . Ⅳ 34 は 近 ・ 世 まで下る可能性が 強い。 

4  小結 

瀬戸遺跡の今回の 調査で出土した 歴史時代の遺物は ，田辺市北仲伏遺跡から 出土した遺 

物 ( 第 34 図 ) とほぼ同時期の 資料であ る。 第 34 図 1 .2 は土師器の斐， 3 。 4 は小さい三角高 

台をもつ大小の 黒色土器 椀 ， 5 一 8 はやや外へひらく 台形の高台をもっ 椀と Ⅲ ， 6 ぱ 土師 

器 ，そのほかは 黒色土器であ る。 7, 8 は 3 . 4 と上 ヒ べて 器壁 が厚い。 9 Ⅱ 0 は 槌 撫でによっ 

て体部の凹凸が 著しい土師器の 皿で，回線はやや 外 反し， 器壁は 約 0 ． 3Cm と厚い。 11.12 は 

製塩土器で， Ul では日録郎が 外反して， 口 縁端部を面取りする 特徴があ る。 瀬戸遺跡には 

第 34 図 9 Ⅱ 0 の土師器 皿と， Ⅱの形態をとる 製塩土器はな                                                                               

器 壁の薄い黒色土器は 10 世紀ごろに， 岩壁の厚い黒色土器と 9. Ⅰ 0 の土師器 皿はロ 世紀ご 

ろにあ たる。 したがって瀬戸遺跡の 今回の調査地域は 11 世紀 どろ 放棄された可能性が 強い。 

今回の調査のテーマのひとつであ った 砂 椎形成についての 調査として，試掘 坑 A5 .A8 

で桂皮分析を 行った。 第 3f 図は，その分析結果であ るが，縦軸は 砂粒の大きさを 表わし， 上へ行くほ り 
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l ㏄ m 

第 34 図 上汁 代 遺跡出土の土器 

る 。 図中の斜めに 引いた直線より 右上のものは 川砂 であ り，左下のものは 海砂であ ること 

が 判っている [MOroLA 8 皿 位 ISER68 コ 。                         今回採取した 砂のうち 3 点、 は 川砂 

しては粒子がそろってお り 海浜があ まり発達していないため 

海砂であ ろう。 この図から採取試料は ， A5-l, A8-6, A8-5 の 策 1 群と ， A8-4, 

A8-3 の第 2 群， A8 一 2, A8 一 1, A5 一 2, A5 一 3, A5 一 4 の第 3 群に分けられる。 第 1 

群は粒子が細かく ，風成砂と考えられ ，一方，第 3 群は貝 粉 が混るものが 多く，現在の 海 

岸の砂とよく 似ていることから ， 海成砂 ， もしくは，その 再 堆積層と考えてよい。 第 2, ， 群 

は第 3 群の再堆積層と 考えられるだろう。 南に位置する A5 では，表土のすぐ 下が，風成 

層であ るが， A5-1 から A5 一 5 の順で下に行くにしたがって 砂が粗くなるという 特徴が 

あ る ( 第 35 .36 図 ) 。 一刀，それとは 逆に， A5 の北西にあ る A8 では，地表付近に 粗い砂 

  A8- Ⅰから A8 一 6                                                                                                                                                   

と 海成 砂 ，風成砂の関係をみると ， 海成 砂が高い所に ，古墳時代以後の 遺跡が立地してい 

ることが判る ( 第 35 図 ) 。 また縄文時代の 包含 層は ，混成砂が商い 所になく，逆に 風成層Ⅱ 

の直上にみられ ，遺跡の立地もしくは 遺存状況が興っている。 このように 砂 堆の性質と包 

含層の相互関係を 明らかにすることによって ，遺跡の全貌が 判りかけたといえよう。 

製塩土器について ， 瀬戸遺跡の 1 類 製塩土器では ， Ib 類が圧倒的多数をしめ ， Ia 類と 

Tc 、 類はごくまれであ る。 C れは，周辺遺跡，たとえば ， 白浜町江津 良 遺跡懐・大原 723, 
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田辺市吉日 良 追跡 ( 近藤 6 勾でのあ り方と一致する。 また， 
    
口ト 口 - 
  
    
の ～ 

    
  ， A5 一 1 
目 - 
                                                                                          類 ・Ⅱ 類 。 皿 類の順に 

， A ど一 5 
Ⅰ AR 一 6 変遷したことはほぼ 実証されており ， さらに， 1 類や Ⅲ 

1. @0 

RIVER   
BEACH   

l. 20 
・Ⅰ お一 4 製塩土器 1 類と Ⅲ類の細分は ， A 区において は 層位的 

  ¥8 一 3 に確認できる 可能性があ り，製塩土器の 編年研究を，本 

  A5 一 2   
0. 60   格的調査における 我々の課題としたい。 

@A8 一 ， 1 Ⅰ     
A お一 r..     なお，層位と 縄文土器を家 根 群参，土師器。 無色土器・ 

A 、 @ 一と A5 一 Ⅰ     製塩土器を藤原書信，須恵器・ 土錘を 花谷 活 ，桂皮分析 

0. 40 1. 20 
DEVIAT10N を竹村憲二の 諸氏が担当し ，その報告を 受けて泉が本文 

第 36 図粒径中央値と 淘汰皮 を執筆した。 

の相関図 ( 地点と層     
田辺市北・仲伏追跡の 出土資料の発表を 許された巽二郎氏と 南紀考古同好会に 感謝の意を表 

するしだいであ る。 



第 6 章 京都大学構内出土の 旧石器 

原 充 

京都大学構内には ，縄文時代から 歴史時代にわたる 各時代の遺跡が 存在し，発掘調査が 

行われるたびに 多くの遺構，遺物が 検出されてきたが ，旧石器時代に 属するものは ，ほと 

んどなかった。 しかし本年度の 医学都構内の 調査において ，旧石器時代のものど ぽ 、 われる 

                                                                                                                                                        あ わせ， ここ   
1 は本年度出土したもので ，出土地点は APlg 区 SDl0 淡 褐色際泥土であ る。 湾 曲した 

縦長 剣 k を用いた 削器 と考えられ， 石材は赤褐色のチャートを 用いている。 全長 5.5cm, 

最大幅 1.8cm, 最大尾 0 ． 7cm をョ -N- る。 背面は ， 3 つの大きな剥離痕からなるが ，左側の 2 

つの打撃方向は 主要剥離面の 打撃方向とほぼ 直交する。 ・また上端に は 拝面 縁 調整と思われ 

る剥離 痕 が存在する。 左側線全体にわたって 調整を施し河郎を 作り出しているが ，調整は 

縁辺部に限られている。 腹 面は全体が王 要 剥離面であ り， リンク・フィ   ノ シャーは認めら 

れるが， 打癖 のふくらみはほとんどない。 

2 . 3 . 4 が既に紹介されているもので ，石材はすべてサヌカイトであ る。 

2 は使用 痕 のあ る縦長剥片であ る。 全長 6.Ocm, 最大幅 l.f6cm, 最大屋 0 ・ 7cm を計り， 

全体にかなり 風化が進んでいる。 一見したところナイフ 形石器のようであ るが，両側緑の 

剥離 痕は ， ナイフ形石器特有のブランティン グと 認めるには微弱かつ 不規則であ って，使 

用 痕と 考えられる。 背面の剥離は 主要剥離面と 同方向の打撃によってなされている。 上端 

には，小さな 打荷があ る。 また，下端左側には 自然面を残している。 

3 は縦長剥片で ，全長 4.gcm, 最大幅 1.4cm, 最大原 1.Ocm を計る。 下端に打面を 持ち， 

そこからの打撃による 剥離 痕 が背面中央と 左側にあ ることから， 両設打 而を持っ石核から 

剥離されたと 考えられるが ，背面から 腹 面 に向けての打撃によって 剥片が切断されており ， 

上段 打 面は失われている。 また， 上 投打面からの 剥離は， 下 投打面からの 剥離に先行する。 

背面左下の剥離は ，階段状剥離であ り，右側には 大きな自然面が 残っている。 

4  も縦長剥片であ り， 全長 4.7cm,  最大幅 2.3cm,  最大度 1.lcm  を計る。                       

2.33{ に 比べて稜が 鋭     各剥離面にはリンバがよく 残っている。 背面下端に                             

り，そこを拝面とした 剥離 痕 が腹 面 右下にあ る。 背面の剥離 痩 すべてが， 上 投打面への 打 
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  2.5cm   
第 37 図 京都大学構内出土の 旧石器 

撃 によるものであ る。 臆面右上の剥離痕は 主要剥離面を 切っているので ，水制 k は石核と 

して使用されたども 考えられる。 

    らの縦長剥片はみな 他の時代の遺物とまじって 出土                       る上 ，数もごく 少 

                                                                                                                                                                  る 縦長剥片の編年的位置について 

は，ナイフ形石器に 先行するという 鎌 本義昌の説 [ 鎌木 ・ 百橋 f65 コがあ るが，確定的なもの 

ではなく，疑問が 提出されている ( 柳田 7% 。 そして，近年急速に 調査研究が進んだ 二上山 

                                              縦長剥片と瀬戸内技法が 共存することが 確認されている                                   



第 7 章 地白川上層 式 土器の細分 
一一京都大学教養部構内 A024E 出土の縄文土器を 申 心 に一一 

県 拓良 

昭和 47 年 11 月，京都大学教養部図書館新宮工事の 時に，地表 下 約 3m の地点から縄文土 

器が出土した ( 図版 1-7) 。 この発見は，北部構内での 縄文中期石棒の 発見とともに ，京都   った 。 京都市文化財保護課の 指導によって ，工事を一時 

中断し，教養部人文地理学教授藤岡謙二郎が 壁面の清掃と 実測をおこなった。 その成果の 

一部は発表されている ( 藤岡 73 .78 コ。 工手のときに 発見された資料は 教養部に保管ざれて 

いたが昭和 53 年 - に，藤岡教授の 退官によって ，当 センタ一に移管された。 その資料は， 北 

白川上層 式 に属する土器であ ったが，同じ 上白川扇状地に 立地する北白川小倉 町 遺跡や京 

大植物園遺跡 ( 図版 1- Ⅱ ) 出土の ヲヒ 白川上層 式 と若干 興 っていた。 したがって，本章でそ 

の資料を紹介し ， 併せて ゴヒ 白川扇状地から 出土した北自川上層表土器を 3 群にわけて考察 

を加えようとするものであ る。 

1  教養部構内 A024 区出土の縄文土器 

保管している 土器は， 総破片数 106 点， うち 器 種を同定できたものは 27 個体，ほかに 器 

種 不明の底部 2 個体があ る ( 第 38 図 ) 。 層位は不明であ るが一時期の 資料で， 北 白川上層 式 

にあ たる。 器 形で深 鉢 ， 鉢 ， 浅鉢 に大別し，文様で 細分をおこなった。 

探鉱 A 類 CVD)  頸部が強く外反する 深鉢で ，目縁部は内側に 短く折れ曲がり ， 外面 

に文様を施す。 波状日縁を呈し ， 波 項部 に 円形浮文があ って， 竹 管状工具でその 上端を刺 

突 している。 日録郎のそのほかの 部分には，回線と 平行 @C2 木の沈線を描き ，縄文を施 す 。 

                                                                                                  あ る。 Vl0 は 3 本歯の櫛による 条線を施                 
文を施す破片で ，内面の調整は 丁寧な撫でであ る。 両点とも 木 類の 胴 部の可能性があ る。 

深鉢 B 類 (V7)  胴 上部がくびれ ， 頸部が強く外反する 深鉢で ， 回禄部は外側へ 段状 

に 肥厚するが，文様は 内面に施す。 波状目縁をなし ， 波 頂部は 2 ないし 3 であ る。 目縁部 

内面に口 縁 と平行に沈線を 施し，縄文を 充填している。 波 頂部下で沈 線が 弧状になり， 波 

頂部を強調している。 頸部 と胴部 とを 1 本の沈 線 で区分し，服部には 縄文を施す。 調整は 

                          ・外面とも磨きで ，                                                                                                             している。 

深鉢 C 類 (V3)  あ まりく                                                                                                                             
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辛口 縁で ，端部は撫でによって 外皮気味に尖っている。 口 緑郎文様 帯 がないという 特徴が 

あ る。 口 頸部 と 嗣郎とをⅠ本の 沈 線 で区分し，頸部には 4 本以上の沈 線束で 鋸歯文を描き   

胴部 には左下りの 垂下 沈 線を全面に施 す 。 調整は内・外面ども 粗い撫でであ る。 

探鉱 D 類 CV4)  胴のくびれない 朝顔形の深 鉢 。 水平日 録で ， 内面に工 本 の洗練を口 

縁 と平行に描き ，目縁との間に 縄文を充填している。 外面には，回線 ど 平行に 7 本の沈線 

を描き，縄文をその 上に施文する。 内 ・外面とも調整は 磨きで，外面の 磨きは縄文の 一部 

を消している。 

深鉢 E 類 CVl2)  破片のため 器 形の詳細は不明な 大型の深 鉢 。 頸部 と 祠部とを 1 本の 

洗練で区分し ，祠部には同一原体による 羽状縄文を施す。 内面の調整は 粗い撫でで， 深鉢 

A 類 ， 同 B 類 ， 鉢 A 類 とは区別できたので 木 類として独立させた。 

深鉢 F 類 CVl3)  箆状 工具による数条からなる 条線 束 を器両全体に 施 す深鉢 。 口径は 

かなり大きく ，岩壁 は 0 ． 3cm と薄い。 外面に煤が付着している。 

探鉱 G 類 (V14 一 V17)  粗製の無文 深鉢 を一括した。 口 頸部が外反する 深鉢 CVl4- 

Vl6V と垂直に近いもの (Vl7V とがあ る。 外 反する 深鉢 の 口 縁端部は， 口緑 内面の撫でによ 

って外皮気味で 尖ったものになっている。 一万，垂直に 近いものは， 口 縁端部を丸く 収め 

刻みを施している。 V18.V1g は粗製無文の 土器であ るが， 口径が小さく ， 鉢になると 恩 、 

われる破片であ る。 この類の調整には ，巻貝条痕 CVl6), 原体不明の条・ 痕 CVl4), 撫で CV 

15,V17.Vlg) があ る。 V18 は調整が粗い 磨きで，粗製の 範嘘に入れるか 問題が残る。 

鉢 A 類 CV2.V6)  丸底で 半球形に近い 嗣郎 に ， 外 反する 口 頸部の づ く 鉢 。 祠部に同 

一原体による 羽状縄文を施 す 土器 CV2V と ，斜行縄文を 施すもの CV6) とがあ り， 調整は 

                                                    旧邦ど頸部との 境を， V2 は 段 ， V6 は 2 本の沈 線 で区分 ざ 
れている。 V20 はこの類の胴部であ る。 

鉢 B 類 CV2l)  鉢 A 類 と同様と思われる 器 形で， 胴 邦に斜格子文を 描く 鉢 。 内面は鉢 

A 類 と同様に丁寧に 磨かれている。 

浅鉢 CV5)  V5 ぱ指 押えで 凹 線状になった 口 緑郎をもつ法体。 口縁 内面に縄文を 施 

し， 内 ・外面とも調整 は 磨きであ る。 

底部 CV8.Vg)  V8 は直径 f6Cm で，中央がわずかに 凹む。 外側の約 l cm の部分だ 

けが 磨 減している。 調整は内・外面とも 粗い撫でであ る。 Vg は直径 6.6 cm で， 調整は と 2 
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第 38 図 京都大学教養部構内 A024E 出土の縄文土器 

次に土器の細部と 技法を検討する。 縄文のあ る破片は 10 片で，そのすべてが 2 段 右 撚り 

CDL{RR であ る。 撚紐が 施文された時の 幅には， 0 ・ 8cm 前後のものと ， 1.5cm 前後のも 

のとがあ る。 これは， 指 1 本で転がした 時と 2 木で転がした 場合と考えうる。 同一原体を 

縦方向と横方向に 転がして羽状縄文を 作る時は ，指 i 本で転がしている。 この羽状縄文に 

は二通りの施文万法があ り， V2 ではまず間隔をあ けて縦に長く 施文 し ，その間を棋方向 

に数段転がして 羽状縄文を作っているが ， V20 ではほぼ同じ 長さずつ縦と 横交互に施文 し 

て 羽状縄文を作っている。 磨き調整のあ る破片は 13 片で，そのほとんどが 幅約 0 ． 3cm の 原 

休を用いている。 岩 壁の厚さは ぽ とんど 0.5 一 0 ・ 6cm であ るが，深林 F 類の VH だけ 0.3cm 
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                                                                  ロ ゥ 北白川小倉 町 遺跡 づ 六大教養部遺跡 
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第 39 図 北 白川上層 式 土器 
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と 極めて薄い。 

ここで分類が 可能であ った土器は 27 個体で， 深鉢 A 類 3 点， 深鉢 B 類 l 点， 深鉢 C 類 2 

", 深鉢 D 類 l 点， 深鉢 E 類 l 点。 深鉢 F 類 l 点 ， 深鉢 G 類 l0 点 ， 鉢 A 類 羽状縄文土器 3 

点， 鉢 A 類 斜行縄文土器 2 点， 鉢 B 類 l 点， 浅鉢 2 点であ った。 以上 17 、 り 類をもとに， 北 

白川扇状地のほかの 遺跡どの比較を 次節でおこな う 。 

2  北 白川扇状地の 北田川上層 式 土器 

地 白川扇状地で ，縄文後期 北 白川上層 式 上嵩が出土した 遺跡は， 本 遺跡を含め 5 遺跡で 

あ る。 木 遺跡を除いた 4 遺跡は ，興 った内容を持つ 2 群に分けることができる。 上白川小 

倉 町 遺跡 [ 梅原 35 コ と 北自州別当 町 遺跡 [ 横山・佐原 60 コ が 1 群をなし， 東大植物園遺跡 [ 中 

村 74b コと北白川上終 町 遺跡 [ 梅原 35 コが 別の 1 群であ る。 ここで，地白川小倉 町 追跡と京大 

植物園追跡から 出土した北山川上 : 居 弍を両者の代表として ，前節の分類に 従って分類と 考     
綾部を作り， 波 頂部に渦巻文を 配してその間を 弧状文で埋め ，頸部 と胴部 に数条の斜線 文 

を 主として拙く Wl と ，断面 T 字型の口緑郎 に ， 磨消 縄文を施した 長方形区画文を 連ねた 

W? とがあ る。 両者とも頸部は 比較的直立している。 また vn 工の口緑郎 と胴 部の文様は堀 

之内 1 式に類似している。 一方， ヲヒ 白川小倉 町 遺跡からは，頸部との 境が明瞭でないやや 

肥厚した目縁 部に ，同心円 又と 斜線文を施したⅥ 1 と ，断面 T 字形の口緑郎 に ， 磨消 縄文 

                                                    波 頂部に刺 突 のあ る 8 字状の浮文をもつⅥ 2                             

    頸部は京大植物 圃 遺跡のものよりやや 外 反する。 

深鍋 B 類 両 遺跡とも出土 側 は A 類 と比べて少ない。 東大植物園追跡の vIW3 は，内面 

が 肥厚しで頸部との 間に段をなず 日録郎 で ，そこに 2 木の平行 沈 線を施し，縄文を 転がし 

ている。 比色川小倉 町 遺跡のⅥ 3 ぱ 回線 部 が肥厚せず， 2 本の平行 沈 線を施して， 沈 線の 

間に縄文を転がしている。 

深鉢 D 類 東大植物園遺跡には ，短く内 抗 する回線 耶 をもち， 胴部 に多重姉角形文や 

渦巻文などを 施 す W4 や， 刻みのあ る 降線が 垂下するⅦ 5 があ る。 北山川小倉 町 遺跡のⅥ 4   
を 描き，回線 部 に刻みのあ る経線 が 巡る土器であ る。 Ⅵ 4 と同様の文様構成で 沈 線が 3 本 

以上と思われるⅥ 5 も出土             

深鉢 E 類                                                                                                                                                                         
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屈 する土器であ る。 

深 林 F 類 涼大植物園遺跡の V[17 も教養部構内 A024 区の V13 と同様に薄手であ る。 

深鉢 G 類 東大植物園遺跡の V[r8 ぱ ，ほぼ直立した 国 頸部にやや膨らんだ 胴のつく 深 

鉢で ， 口 縁端部を丸く 収めている。 調整は内外とも 巻貝条痕であ る。 この類 は 変化に富ん 

でいるが， 口 綾部の形は v118 に類似したものが 主体をなす。 ただし調整は ，巻貝条痕，二 

枚貝条痕，擦痕，撫で ，刷毛目など 多様であ る。 上白川小倉 町 遺跡のⅥ 7 2V18 は，やや 

外 反しだ頸部に 肥厚した回線 部 がっ き ，調整は V17 が条痕， V18 が撫でであ る。 

鉢 A 数 原大植物園遺跡出土の VIIg.Vnnlo, 上白川 小 台町遺跡の vTg ともに綾部はほ 

とんど直立し ，内面に文様をもっものはない。 胴部に 羽状縄文を施す 土器は，宏大何物 圃 

遺跡では Wu の l 片のみとごくわずかであ るが，上白川小倉 町 遺跡ではこの 類に属する 2 

点が 2 点とも羽状縄文であ る。 また V 「 g は目縁 部 が肥厚する特徴があ る。 

鉢 B 数 原大植物園遺跡出土の vIl2 は， 鉢 A 類 と同様の器形で ，祠部に曲線的な 沈綴   
以上のように ，東大植物園遺跡と 北白川小倉 町 遺跡，教養部構内 A024 区の出土土器は ， 

基本的には同一の 器 種の組合せからなっている。 しかし，個々の 土器に は 変化を認めるこ 

とができ，次節で 3 遺跡の年代比較をおこなうこととする。 

3  北 白川上層 式 土器の細分 

第 1 節と第 2 節の分類をもとに ，東大植物園遺跡出土の 土器を第 1 群土器，地白川小倉 

町 遺跡出土の土器を 第 2 群土器，教養部構内 A024 区 ( 以下京大教養部遺跡とする ) 出土の 

土器を第 3 群土器と呼ぶことにする。 第 1 群，第 2 群，第 3 群土器の器種の 組合せはみな 

ほぼ同じであ るが，それぞれの 器産 ごとに，文様や 器形に若干の 違いが認められる。 それ 

らの遺跡は同じ 扇状地上にあ り，この違いを 年代 差 として差し支えあ るまい。 以下， 第 i 

群 ，第 2 群，第 3                                                                           

深鉢 A 類で，目縁 部 が肥厚するもの ぱ 第 3 群にはな                                                                                             

をもつものは 第 2 群と第 3 群土器にあ る。 ロ頭郎の立ち 上りかたをみると ， 第 Ⅰ群が垂直 

に近いのに対して ，第 3 群は強く 竹 反し，第 2 群はその中間であ る。 深林 B 類は，内面が 

肥厚し 口 頸部があ まり 外 反しない第 1 群土器と，強く 外反し文様が 磨消 縄文 帝 であ る第 3 

群土器とに分れる。 深鉢 D 類は東ロ本系の 土器で，第 1 群が堀之内 r 式 ，第 2 群が堀之内 

Ⅱ 式 ，第 3 群土器が堀之内Ⅱ武 - 加曽利 B ¥ 式にあ たり，年代差が 明確であ る。 鉢 A 類も 

深 鉢 A.B 類 と同様に，口頭郎の 立ち上りが，第 1 群は垂直に近く ，第 3 群は強く外反す 



60   
  る 。 第 3 群のこの類には ， 目縁内面に縄文帝がくるものもあ る ( 第 38 図 V6) 。 また，第 2 

群の鉢 A 類は口緑郎が 外へ肥厚する 特徴があ り，深林 G 類 と同じく他の 群の土器と区別で 

きる。 探鉱 G 類は，回線部の 形態で区別できる。 第 f 群の土器は素線 で 端部を丸く収めて 

いるが，第 2 群の土器は口緑郎が 肥厚するものが 多く，第 3 群の土器 は 内面の撫でによっ 

て ，外 皮 気味に薄く仕上げているものが 多い。 

縄文の撚りにも 変化が認められる。 第 1 群土器は実見した 縄文をもつ土器 38 点のうち， 

RL.lf 点 ， LR22 点であ った。 ただし， 38 点中には堀之内 1 式 系の土器が 10 点あ り， その 

すべてが LR であ ったので，                                                                   たと考えると ， KL と LR                         

量 ではないかと 思 、       第 2 群土器 は 38 点のうち， RL8 点、 ， LR30 点であ り， 第 3 群 T 器 

は 10%   すべてが LR であ る。 したがって撚りの 方向でも， 第 i 群から第 2 群を経て， 第 

  
3 群へと 際 々 に LR の撚りが増加したといえる。 上 白川上層 式は 3 群に分けることが 可能であ リ 第 ェ 群 ーづ ・第 2 群 - 一 + 
第 3 群の順序に変化したと 考えられる。 変化の万両 は ， 口 綾部文様 帯 の 縮 少と，文様の 簡 

略化であ り，縦 方 向の文様から 横方向の文様への 転換であ る。 また， 口 頸部の外皮に 伴い 

回線外面の文様が 見えにくくなるためか ，断面 T 字形もしくは 内折 L 字形目縁が増加し ， 

目縁内面に文様を 施す土器も多くなると 理解できる。 

以上 S 群の土器は， 第 1 群が縄手 1                            ( 藤井・ 原 m 皿コ ， 第 3 群が 桑飼下 式の   
東大阪市縄手遺跡や 舞鶴市薬餌 下 遺跡に散見できる。 したがって，上白川上層式の 三分は， 

近畿地方全域に 広げることは 可能と ぽ 、 われるが，薬餌 下 遺跡第 4 群 深鉢 D 類 ，                       
  

府 岬町淡輪遺跡出土の 櫛拙文注口土器 は北 白川扇状地では 未発見であ り，今後の検討を 要 

する課題であ る。 上白川小倉 町 遺跡と京大教養部遺跡出土土器は ，標準資料としては 量が 

少な                                                                               な型式の設定は 今後の調査・                                           

あ ろう。 なお，本稿の 製図は清水若俗氏によるもので ，感謝の意を 表するしだいであ る。 

( 注コ 

㈹一万，京都市一乗寺 向畑 遺跡上地点の 土器Ⅰ栗宇 K 式 ) は 20 点のうち， RLl5 点， LR5 点，同 

南地点の土器 ( 元住吉山 1 式 ) は 8 点のうち， RL2 点， LR6 点であ る。 

(2) 大阪府泉北考古資料館の 所蔵 品 であ る。 最近出版された 概要にはこの 型式のものはみあ たらないと大 

野 79 コ。 



第 8 章 平安時代 鴨 東白河の景観復原 

岡田 保良 

1  はじめに 

平安京の周辺城では ，地白川廃寺や 法観寺の例をあ げるまでもなく ，遷都の以双からす 

でに，主に渡来来の 氏族が定着し ， 邸 館を構え，社寺を 建て，墳墓を 営んでいた。 新都造 

営の後には都人の 多くが，京城内にのみとどまらず ，別業や社寺建立の 地，時には葬送の 

地を洛覚に求めて 京の内外を行き 交った。 とくに，鴨川をこえて 白川流域から 東山山麓に 

かけては， そうした動きが 顕著で， 江戸時代の古跡風ロ 卜 古京師内覚地図』 (M 故実 叢雷 』 

所収 ) には， 京 内に劣らぬ密度で 鴨 東の古跡が描かれるほどであ った。 同園には注記とし 

て「 嘗 延暦年遷都 合地 以降，荒覚白川之 地 ，離宮仙宮皇后御所国母御殿姉公公卿殿上人百 

司諸家等 と殿 第館字家宅出庫別業 及 寺社廟堂暁台 等 ，大城 営構此 白川以北都城， 故 古記 並 

林原白川」として「白川以北」の 繁栄を述べている。   
降 のことで，それまでは 葬地 と共存する地域であ り，                                                                                                 

あ りなどかひし 所 」というのがむしろ 鴨 束の上地柄に 対する当時の 一般的な見方であ った 

かもしれない。 とはいえ，六勝寺に 先行する数多くの 社寺や別業が 営まれていたことにち 

がいはない ( 宇野 79 コ 。 

鴨東 六勝寺を中心とする 街区形成については ，西田直二郎・ 福山敏男・杉山信 三 各氏ら 

の 詳密な諸研究 ( 西田 25, 福山 68, 杉山 62 コや 具体的な発掘調査の 成果と，拙稿において 復 

原を試みた街路形態 ( 岡田 792 を 合せて， 岡崎から神楽岡西 麓 にかけての地域景観を ，近似 

的に推定することはほ ほ 可能であ る。 一方，神楽岡周辺から 東山山麓にかけても ，奈良時 

代にまで遡りうる 遺跡を含めて ，平安時代を 通じて営まれた 多数の古跡が 存在する。 とこ 

ろが，明瞭な 基壇の発掘された 北白川廃寺ですら ，史料の内に 現われる寺院の 中の何れに 

比定しうるのか 未 だに議論の中にあ り ( 角田 70a. 田中 76 コ，ほかに杉山氏による 吉田守，東 

光 寺 ， 円覚寺に関する 個別的な論及 ( 杉山 訊 ・ 55a.55 切をみる以外， 往時の景観を 復原 

するにあ たって，江戸時代の 地誌類の域をほとんど 脱していないのが 現状であ る。 平安京 

域内における 考古学的調査が 推進される一万で ，周辺地域では 遺跡に即した 調査・研究が 

全く立ち遅れているといわざるをえない。 

本稿は ，未 だ 漠 とした平安時代の 鴨京地域の申でも ， 白川あ るいは北白川と 呼ばれる 地 

6l 
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域 をまず限定し ， その地域の景観を 構成する主な 歴史的要素について ，現時点における 可 

能な限りの知見を 整理することによって ，平安京をとりまく 地域景観の復原に 迫ろうとす 

るものであ る。 

2  白川と北白川 

「白川」とは ，元来 川 そのものに付された 呼称であ るが，平安時代にはしばしばその 流 

れに沿う地域を 表わすときに 用いられる。 その範囲はきわめてひろく ，前出の『中古京師 

内外地図』の 注記には，北は 神楽岡の北から 南は九条 辺 までを総称して 白川というとし ， 

南北大小の称があ ると記す。 

史上， 最も早く白川の 名が現われるのは ， 貞観 14C872) イ ドに亡くなった 藤原良房にまつ 

わる記事においてであ り， それは，彼が 白川沿いの土地に 別業を営み， 日付 殿 と通称され 

たことによる。 彼は白川の地に 縁が深いらしく ，まず斉衡 3(846) 年に彼の玉 潔姫が 亡くな 
    

って「神楽岡白川 地 」を え らんで 葬地 となし， 自身の葬地も「愛宕 那 白川辺」であ った。 

各々を称して 愛宕 墓 ・ 後 愛宕 墓 という。 彼の娘明子は 文徳天皇の妃となり ， 莞 じて白川で 

北を限る地に 葬られた。 延喜式にみえる 白河 陵 がそれであ る。 

ところで， 白川の呼称を 現在あ るとおりに，神楽岡と 東山との間を 南 付 する 流路 のみに 

限ってよいであ ろうか。 すでに大白川・ 小 白川を別の流 路 とする説もあ る ( 横尾ほか 77 コ。 

これに関しては ，前出の白河陵の 四至を定めた 延喜諸陵式の 記載を兄のがせない。 つまり， 

                                                西を源氏墓の 北で限るという。 源氏 墓 とは先の愛宕 墓 のことで， 神 
  

柴岡にあ った。 北を限る                                                                                                                               

東力を南流する 白川だけでは 白河陵の兆域の 四至を説明できないことに 気づく。 大小の呼 

                                    少なくとも，神楽岡の 北方を西浦ないしは 西南流するもうひとつの 

白川を想定しなければならない。 事実， 上白川から荒神口にかけて ， 白川道に沿う 水流が 

最近まで存在していたし ，かつては， 白川の谷口からそのまま 西 流して一乗寺川の 旧流 路 

に合する流れもあ ったという地理学上の 指摘もあ る ( 藤岡 78 コ。 

上白川の名については ，後高倉院の 葬 地 に関する杉山氏の 考察に詳しいが ( 本多山 57 コ， そ 

れによれば，上白川の 初見は元永 ェひ Ⅱ 8) 年の竹戸右記』の 記事にあ り，すでに法勝寺一 

帯が白河と呼ばれていた 頃 で，それ以降ならば ， 上 白川といえばほぼ 今の北白川を 指すと 

みてさしつかえない。 ただし， r 日本紀略 ユ 康保 2(965) 年 4 月 2.7 ロの条に，故君人臣 顕忠 

を 「面白川東山辺」に 葬るとあ り， その頃 に北白川という 呼称がなかったとはいえない。 

神楽岡東の白川の 末は分流してさらに 両流する「小川」があ ったというが ，本流は三条 大 
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路 末の北に沿って 鴨川に合したらしい。 面白川をどの 辺におくか判然としないが ，結局は， 

院政期以前において ， 白川と称する 地域は，北を 神楽岡北辺，市を 三条 末 あ たり，束は東 

[l@ 麓一帯と理解してよいであ ろう。 ただし，神楽岡の 山上付近から 四館にかけての 現在 

「吉田」と呼ぶ 一帯も，元久 ェひ 204) 年 10 月 f5 口に供養された「 @ ト 出所望」に， P" ぱ " 錬抄 』 

では                     して呼んでいるし ，吉田社近傍にあ ったはずの中御門家の 第宅を舞台と 

する                                                                                                                                                     う件があ って ， 時に 

は白川ということもあ ったようであ るが， lH 世紀代以前の 確実な記録は 実見していない。 

また， 同郷君でいえば ， 愛宕 郡 上粟田・ 下 粟田 両 郷を合せた範囲がほぼ 白川の地にあ た 

るようであ る ( 林屋・村井，森谷編 79 コ 。 このことを考慮にいれつつ ，史上， 白川の地に現 

われる主な社寺，別業などの 景観要素を，院政期以双について 整理してみる。 

3  白川の地の展開一一院政期以双一一 

史上に現われる 主な古跡を年代順に 追うと，坂上田村麿の 葉 田 別業が最も早い 例として 
  

      以後 9 世紀代には良房の 白河 院 ， 基経 の 粟 m 由佳，氏宗の 山 庄が 営まれ， このうち 

俊 二者は，それぞれ 円覚寺 (88ma 年，円成寺 (589 年 ) と ，平安京郊覚でいち 早く成立するこ 宇 

院 の 例 となる。 これよりさ き ， 貞観 5(863 坪 匁こ ， 藤原 関 雄の私邸「東山家」が 道場とな 

り定額に預かって 禅林寺の名を 賜わっている。 この事情を『姉代実録』についてみると ， 

「大仙 買 ，俗家一者。 律令之助。 制 。 私立，道場 - 者。 格式立所。 禁也 」と 仏 寺の建立は 

当時禁制であ ったが，「 夫 普天文 下英 。 不 ，王地 - 。 所作 之 功徳。 皆悉姿 ，国王大臣 づ此 

則 聖教え所。 明 。 非 ，凡愚立秋造づ」 (9 月 6 日の条 ) と， 禁を犯すことを 正当化したうえ 

で定額寺となっている。 円覚・可成両手ともに 定額に預かっているが ， これらも同様な 背 

景が考えられ ， 仏寺建立の流行の 先鞭をつけたものとしで 注目される。 元慶 2(878) 年に 

は 陽成天皇の母南子が 東光寺を建立し ， これは少したって 延喜 5(905) 年に定額に頼って 

  
定額寺といっても 社寺的な性格のつよい 上記のような・ 寺院のぽかに ，奈良朝以来この 地 

を本貫とする 粟田氏が 粟 m 寺を構えていた。 応 大門の変があ って良房がはじめて 摂政にな 

った貞観 8(866) 年 ， 粟田 確雄 が玄蕃頭に任じられているが ， 従五位下まで 昇った粟田氏 

は彼を最後とする㎝ 田 70a コ 。 この粟田 寺は ， 延喜式内蔵 寮に掲げる 巧ケ 寺のうちに東名 

寺の別称として 記載があ る 形山 53 コ 。 

葬送の関係では ， さきの 潔姫 ・良房・明子の 後， 元慶 4C880) 年に清和天皇が 円覚寺に 

崩じて， 上 粟田山に葬られている。 



64   
10 世紀にはいると ，吉田神社が 朝廷の祭るところとなり (986 年 ), 二季 祭 が始まる。 

吉田 手 に重 閣 講堂を構えて ， 天台座主良源が 舎利会を催すのが 貞元 2(977) 年 ， 円覚寺 

がその前年に 地震で顛倒しており ，吉田守の結栖も ，同様な罹災後の 再建であ ったかもし 

れない。 これを必ずしも 神楽岡吉田寺の 創建とみる必要はないように 思える。 
く 5) 

永作 1(989) 年 ，摂政 兼 家が吉田社の 近くに卒都婆を 供養し， 講演を行わせている。 こ 

れが貞元の舎利会が 行われた 吉 m 寺に付随するものと 考えられている ( 綾 ll54 ㌔ 
  

円仁の開基と 伝える浄土寺が 史上 @c あ らわれるのもこの 頃 であ る。 r 真如堂縁起』は ，正 

暦 3(992) 年に東二条 院詮 子の離宮地に 真如堂の前身を 建立したと伝える。 長保 2(1000) 年 

には， 「白川手」がⅡ権 記 コ にみえるが， いずれの手のことか 明らかでない。 

東光寺の藤原高子を 母とする陽成天皇は ， 天暦 3(949) 年に 崩 じ， 冷泉焼から円覚寺に 

    
遺骸を移された 後，「神楽岡車地」に 葬られている。 東光 手 はこの前年に 焼亡している。 

  
寛弘 8(101 り年 ，冷泉天皇は「模本寺双野」で 火葬に付されたが ， これがかなり 格式ば 

った 葬礼であ ったらしく，長元 9(1036) 年の後一条天皇の 葬礼は克弘の 先例にならった と 

  
いう。 場所も「浄土寺西原，神楽岡東面Ⅱとし ，遺骨は浄土寺に 安置ざれたのち ，母上東門 

  
焼杉子が 葬地に 伽藍を建立した 菩提樹院を墓所として 移され， この腕を桜木と 号した。 

10 世紀から lH. は紀にかけては ， 藤原氏が隆盛をきめ ぬた 時代で， 承平 3(933) ヰ，に 亡く 

なった中納言 兼僻め 「あ はたの家」 ( 後撰集 ), 大納言花街が 安和 2(969) 年に尚歯会を 催 
(l2) 

したことで知られる「 粟町 l@ 庄 」，長徳 1(995) 年に亡くなった 関白道兼の別称の 山 来 とな 

った「粟田 殿 」 ( 栄華物語 ) につづき， 頼 通は，宇治平等院とならんで ， 白河 院 ， 白河 第 ， 

白河股などと 呼ばれる別業を 営む。 これらが同一なのか 複数を意味する                                   
  

が，承保 2(1075) 年に法勝寺の 造立が始められた 地は頼 通 累代の別業であ った。 

法勝寺創建以後，「白川 @ 」のさす地域は 院家の御堂や 御所が臆を連ねる 一帯に限るのがふ 

つうになる。 

4  神楽岡周辺の 景観 

神楽岡を中心に ，以上に挙げた 社寺，別業，陵墓がどのように 当 ㎎の景観を構成したの 

か，議論のあ るところを整理しつつ 想起してみたい。 便宜的に，神楽岡を 中心に， 北 ，東 

と 南 ， 西 麓から神楽岡・ 黒谷の小山 ( 栗原田 ) にかけて中山とよばれた 一帯との 3 つの地域 

に分けて考える。 

神楽岡光 ほぼ仝の地白川と 呼ばれる一帯をみる。 白川の分流がいく 筋か西へ 或いは 

西南へ流れ ，東へ 次第に標高を 高くする景勝地であ ったと想像できる。 P 拾芥抄 コに 「 神 
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楽 同地」として 安和の尚歯会が 行われた花街の 止住 を 「克明 こ早 」として載せ ，かつ「粟田」 

と 貼 註する。 束明 寺は東名号すなむち 粟田守のことらしい。 かつての粟田氏の 氏寺が，退 

転の週程でその 立地にひかれた 貴 族の手にわたり ，風流人の集うをとになったのであ ろう。 

追跡が明らかになっている 北白川廃寺をこれにあ てる説が有力であ る ( 角田 70 旬。 

粟田 寺 に近くあ ったとされる 円覚寺は， 9 世紀後葉に山庄が 寺院化したもので ， しかも 

そこは栗田氏との 縁が深く，奈良時代から 冊 けていた 土 ・地であ ったはずであ る。 上白川 一   
                                                                                                                                      平安前・ lll 期の瓦がまとまって 

出土するうえ ( 第 1 章参照 ), 寺院の廃棄を 想起させる平安末から 鎌倉時代にかけての 瓦溜 

                                                                            後者については 史上，                                                                           

                                                                                                                                                                                                            平家物語 ) と 

いうから問題は 低い。 すると，『本朝無題詩』の「東山有寸 口 円覚寺 再来 行 天満宮神 云 」 

という記事から 推して， F 愛宕 郡村志 』の 「 蕉 と白川の西 字 久保 m 宮にあ り し 」という 天 

。 ， l4.1 

神社に関する 記述が事実となろう。 

神楽岡泉 と南 谷口から 南 流し，三条末の 北で西行して 鴨川に注ぐ， ぽぼ 現在の白川 

の流域にあ たる。 その東岸に沿っで 北から浄土寺，如意 寺 Q ゑロ意 @ 倫ミ ￥ ), 円成寺，禅林寺 と 

連なり， 西岸神楽岡の 東面には，両流するもうひとっの 白川に面する 白河 陸な 最北として， 

その南西に源氏愛宕 墓 ， さらに後愛宕 墓 ， 陽成陵 ，俊一条陳 と 菩提樹 院 があ り，冷泉陵も 

近くにあ ったであ ろう。 浩和天皇が火葬に 付された 上 粟田口」は他の 例からみて，やはり 白 

川の西岸であ ろうが，火葬 塚 として比定されている 黒谷山内の位直には 疑問があ る。 天皇 

と粟田 焼 との縁を考えれば ，土栗 m 山を神楽岡のことと 考えることも 否定しきれない。 

白川が 西 へわん曲する 西岸に面して ， 頼 通の白河別業があ り，のち法勝寺となったが ， 

さらにその北方，岡の 麓には東光 寺 があ った。 杉山氏は西は 尊勝手，南は 法勝寺，北は 栗 

原 田 ， 束は白川にまで 及ぶ 広 ・大な寺域を 想定している ( 杉山 55a ㌔現在の岡崎神社は ， も 

と東光寺の境内社であ ったという向田 70b コ 。 

神楽岡西と中山 吉田と呼ばれる 一帯であ る。 院政期以前では ，吉田社と吉田芋が 知 

られる。 吉田社が，応仁の 兵火の後，現在地に 位置を移していることと ，中山の地名が 現 

在全く消滅していることが ，両者の比定地を 見 きね めることを困難にしている。 

『京都 坊 日誌 ロ にのせる永徳 4(1384) 年の将軍 議 満の寄進状に ，吉田社領の 四至が定め 

られていて，束は 神楽岡山の西，南は 近衛 末 ，西は河原，北は 土御門末を限るとする。 こ 
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れを事実とすれば ， 当時の近衛末は 今の近衛通りより 市にずれるようで 肌出 79 コ， そこか 

らほぼ 250m ぽど 北 までの間となり ， 袖山敏男氏はこれに 江戸町代の地誌 頻 にのせる比定 

地を考慮して ，現在の京都大学教養部構内南半を 旧社地にあ てている ( 福山 77 コ。 

吉田芋 は ついて，杉山氏は 曲 li 古田井と神楽岡吉田守との 2 寺が存在したどする " 中山 

                                                                                                                                            それ以前のものとしては ，吉備大臣が 

  
建立したとの 古い伝承をもち ，吉田芋とも 号した「中山 / 観吉堂 」以覚にはみあ たらない。 

『薩戒記 コを著 わした @l@ 定 親は，彼の祖中山忠親の 旧跡の廟所を「 此 地者 在 ， 虫 知覚 西 - 

去 ，観音堂艮一二町 鈴欺 」と記していて ，                                                                                                                                                                 
  

推定地に大きな 誤りはないようであ る。 この仕置では ，決して「神楽岡西 吉 m 社 化 」には 

なりえない。 したがって神楽岡吉田 守は 別号とすることに 異論は低い。 

杉山氏はさらに『権 記』にいう「吉田社 北 三丁内存葬送 之庭 」を神楽岡音 m 寺にあ てる。 

            の 記事は不浄の 範囲をさしたまでで ，必ず                                                                       

も ，現在のところ ，                                                                                                                                                                                                             

ない。 ところが， もう少し 上 へはずれると ，先に比定を 考えていた円覚寺の 旧地に行きあ 

たる。 当時上白川という 呼称が低く， この地を「吉田」と 呼んだとすれば ，円覚丁と神楽 

岡吉田 寺 とを全く重複させて 考えることも 思能であ る。 

かの寺は元慶 4(880) 年に創建されて 以後，「南北二 堂荘二                                 - トロイ晋一」とい (17) 

う 官寺であ ったが， 貞元 エ C976) 年 6 月の大地震で 倒壊している。 舎利会のために 重 閣の 

講堂を建て，神楽岡 吉 m 寺 と丁日本紀略』に 記されるのはその 翌年 4 月のことであ る。 永 

作 1C989) 年の卒都婆供養のとき 講演があ ったというのは ， 貞元建立の講堂においてでは 

なかったろうか。 法勝寺建立以降，皇室や 高級貴族の関心事は ， 専ら南の方へ 移ってしま 

い， この神楽岡吉田 寺 即ち円覚寺は ，源氏の武将に 占拠され，やがて 保元の乱を迎えるこ 

とになると考えるのであ る。 

5  むすび 

神楽岡をとりまく 白川と呼ばれた 地は，以上のよう       平安時代のごくはじめより ， 平 

安 京の人々と深いつながりをもって 冊 発された。 当初平安京は ， 平城 京とちがって 京 内に 

東西岡寺以外に 寺院の建立を 許さず， 京 外にあ っても，社寺の 建立を強く制限した。 しか 

し ，実質的には 社寺であ っても，それが 官寺あ るいは定額寺として 容認されるようになり ， 

東郊に私寺の 性格のつよい 寺院が目立ちはじめる。 同時にこうした 土地は， 葬地 としても 

意識され，都人の 内的側面を強く 反映する世界として ，平安京と不離の 関係にあ った。 
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白川の地をはじめ ，京に隣接する 地域の理解低くして ，平安京とその 時代を正しく 認識 

することはできないはずであ る。 平安京の復原についてみれば ， 京 域内のみを復原すれば ， 

全く非宗教的都市ができあ がってしまうだろう。 それはたしかに 計画的に意図されたかも 

しれないが，平安時代の 人々の 助 何を正しく投影してはいない。 東郊の地域形成をも 含め 

て， はじめて平安時代の 一大首都が完成するのであ る。 本稿が，平安京研究に 一石を投じ 

ることができれば 幸いであ る。 

( 江コ 

                                              斉衡 3 (856) 年 6 月 25 口               

㈹ T 三代実録 ロ 貞観 1 列 872) 年 9 月 4 日の条。 

㈹ 『姉代実録ョ 天安 2 (858) 年 11 同 26 円の条に「神楽岡家」としている。 

㈲ 『日本後紀 ョ 弘仁 2 (811) 年夏 5 月内皮の 条 。 

㈲ 『日本紀 M& コ 『 /J へ 右記』各々永作 1 (989) 年 9 月 26 日の条。 

(6) 「口木組曲 ョ 寛和 2 (986) 年 3 月 14 日の条に「藤原暁子 於二 浄土寺一馬。 尼 」とあ る。 

(7) 「日本紀略四天暦 3 (949) 年 9 月 29 日および 同 10 月 3 口の条々。 

(8) 口木 紀略 ゴ天暦 2 (948) 年 1 月Ⅳ口の条。 

㈹ 丁日本紀略 ョ 寛弘 8 (1011),:@11 月 lf 日の条。 

㈹ 『産経 記 』長元 9 (1036) 年 ・ 5 月 19 口の条。 

㈹ 『百錬抄』長暦 1 (103m) 年 6 月 2 日の条。 

㈹ 『口木 紀略コ 安和 2 (969) 年 3 月 13 日の条。 

㈹ 丁百錬抄コ承保 2 (1075) 年 6 月 13 口の条。 

㈹ 粟田 寺 に官窯の瓦が 用いられ - たことを疑問とするむきもあ るが [ 田中 76 コ，平安前期においては ，禅林 

寺に関する記録 ( 第 3 節参照 ) からも，当時官寺に 準じなければ ，寺院は存続しえなかったし ，東名手 

という寺号が 与えられて， 延キ 式の 15 ケ 寺に列せられたのも 同様の意味があ るとみなし うろ ので， 瓦 

について何らこだわる 必要はない。 

                                  養和 1 (1181) 年                         

        『人台座主 記コ 良源広中，貞元 2 (977) 年 4 月 7 日，この地に 舎利会を催したとする。 

㈹ 了三代実録 コ 仁和 2 (886) 年 6 月 20 口の条。 
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過程における 方法論をめぐって   」 『プレリュード』 20 

横尾玉質・川上口・ 谷 直樹 

1977 年「京都河川変遷史論 (@ 説 ) 」円本建築学会大会学術講演梗概 集 ( 中国 ね 

横山浩一・佐原真 1960 年 T 京都大半文学部博物館考古学資料目録 男工部 コ 

横山車夫 1974 年「東部盆地，その 形成過程」 『同六社 1 学会報コ男 1R 言 

渡辺誠ほか 197.M 年ニ桑飼下 遺跡発掘 凋査 報告書 コ 



京都大学構内遺跡調査要項 

京都大学埋蔵 文化財研究センター 要項 

第二条 東 部大学に埋蔵 文化財研究センター ( 以下「センター」という ) を置く。 

第 2 条 センターは，京都大学敷地内の 埋蔵 文化財についての 調査研究及びその 保存のため必要な 業務 

を行な う 。 

第 3 条 センタ一にセンター 長を置く。 

2  センター長は 京都大学の専任教授をもって 充てる。 

3  センター長の 任期は， 2 年とし，再任を 妨げない。 

          一反 は ，センタ一の 所務を掌理する。 第 4 条 ゼノ タ 一に ， { 

第 5 条 センタ一に，調査研究及び 保存に関する 業務を処理するため ，研究部を置く。 

2  研究部に主任を 置き，双条の 教官をもって 充てる。 

3  主任は，研究部の 業務をつかさどる。 

第 6 条                                                                                                                                                                                                                                           

議するため，運営協議会を 置く。 

2  運営協議会は ， 次の名号 に 掲げる委員で 組織する。 

㈲ センター長。 

㈹ センタ一の研究部の 主任。 

㈹ 前 2 号以外の学識経験者のうちから 総長の委嘱した 者，若干 名 。 

㈲ 事務局長及び 施設部長。 

3 センター長は ，運営協議会を 招集し，謀反となる。 

4 前各項に規定するもののほか ，逆目協議会の 運 呂に 関し必要な宇 頃 は，運営協議会が 定める。 

第 7 条 この要項に定めるもののほか ，センタ一の 組織及び 運   ，に関し必要な 宇 頃 は，センター 長が定 

める。 

センター長         泉 拓良                         
  川上 貢                           
        
  上田正昭 ( 教養部教授 )     
      古野治雄 ( 施設部技術補佐貫 ) 

    事 務 室   
        

7 Ⅰ 



京都大学構内遺跡 曲 五五項 

京都大学構内遺跡調査会規約 

第 Ⅰ 集 この会は，京都大学構内遺跡 凋 査公 ( 以下「 週 査公」という ) と称し，京都大学の 委 托 により 

同大学 梢 内における建築物新 H 工 事 等に 伴 い必要な敷地内の 追跡 凋奄 を行な う ことを目的とす 

る。   
第 3 条 冊 社会は，第 1 条の目的を達成するために 次の事業を行なう。 

㈹ 京都大学の委託により 行なう当該敷地内の 埋蔵 文化財についての 発掘 凋杏 。 

㈹ 前号の凋 査 により出土した 埋蔵 文化財の保存，管理に 関する事項の 審 接 。 

㈹ 埋蔵 文化財の掘 査 に関する発掘 冊奄 概要報告書の 作成。 

(4) その他必要とする 事項。 第 ， 4 条 凋査 会に次の役員を 置 { 

      会長 1 名。 

㈹ 委員 

イ 京都大学の学識経験者若干 名 。 

日 新宮工事筈の 敷地の屈する 京都大学の部局の 長または部局附属施設の 艮。 

ハ 新宮工事等の 敷地の所在する 地域の文化財保 使 行政当局の推 西 する者，若干 名 。 

㈹ 監 小若干 名 。 

2  全長は，前項第 2 号 ィの 委員の抽 比 する ゼ とする " 

3  委員及 ひ監市は ，会長か委嘱する。 

4  第 1 項第 2 号 ロ及ひハ の委員は，当該敷地内の 遺跡 凋杏 に関する委員としての 任務か終わった 

ときは，退任する。 

第 5 条 会長 は ， 冊査 会を代表し，業務を 経括する。 

2  委員は，委員会を 構成し，委員全の 議決に基づく 業務を執行する。 

3  監事は，曲金会の 会副を監査する。 

第 6 条 委員会は，全長 及ひ 委員をもって 組織する。 

2  委員会は，会長か 招集し， 儀長 となる。 

3  委員会は，新宮二丁等の 敷地か京都市以覚の 地域にあ る場合 て ，必要と認めたときは ，部会を 

置くこどかてきる。 

第 7 条 第 3 条の発 据掘 査の実施に当たるため ， 甜査 会に 冊 五班を置く。 

2  個五班 は ，調査班長， 凋査 員及び 掘査 補助員をもって 組織する。 

3  調査班長は，委員会の 議に墓つぎ会長か 委嘱する。 

4  週 金 員及 ひ掘査 補助員は， 甜杏班 艮の推薦により 会長か委嘱する。 

第 8 条 凋査 会の事務を処理するため ， 凋査 会に事務局を 置く。 

2  事務局に職員若干 名を弩く 。 

3  職員は，会長か 任免する。 

第 9 条 調査会の 経 費 は ，京都大学から 支出される 冊査 委託費をもって 克てる。 
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                    調査会は， 4 月Ⅰ口に始まる 年度ごとに， 巾 業報告書及び 収支決算茜を 作成し， 監 亜の監査を 

経て，年度終了後 3 月以内に委員会の 承認を受けるものとする。 

第 11 条 この規約に定めるもののほか ，調査公の迎 営 に関し必要な 事項は，会長 が 定める。 

会長   
委員             
規約第 4 条 1 項㈹ハ 介西洋 旧 ( 京都市文化観光局文化財保護課長 )         
監事     

岸田哲二Ⅰ．学部経理課長 )           
掘査 班 長 ・主任 泉拓良 ， 岡 m 保良 ，治水井 裕 ，Ⅰ -l- 円伸夫，吉野浩雄 

調査員 五十川仰天，河村音也，竹村吏 二 ， m 中はる 代 ，津阪久美 チ ，小堀謙二， 花谷浩 ， 

浜崎 M 志 ，藤原盲信， 家根祥 委   
谷 英之， 土橋理子， 中川崇雄， 西野素生， 信氏 喜久子， 長谷川洋子， 藤井 肇 ， 

藤沢かを る ，藤村早苗，仙田 淳 ， 南 秀雄，宮川禎 - ，宮本一夫，八重樫和宏 

  赤沢俊男，井ロ 二三子，池田 々シ ， 石原規子， 伊藤泰次， 大島 興 - ， 大角久夫， 

大野茂雄， 小原 祥市 ， 人世相川， 小寺 末之 ，佐藤はつ 枝 ， 棋木 まつ，庄司勝治， 

白木義 蔵 ，染谷政夫，田辺 千 和子，玉置細辛， 中村コト，中村 皓子 ，橋本俊夫， 

福井良治， 福 m 文治，藤本チエ 子， 藤本ますえ， 馬込浩 ， 水上光雄， 牟 Fn 正義， 

安 m 秀男，山内信彦，山崎 伝ピ ， 山下公夫， 山路三朗， 山市喜一，古田龍太郎， 

渡辺静江 

現場郵務 員 袖岡 郁子，文字辛子 

( 職名は就任当時のものを 用い， 京 郁人学の職員に 関しては大学名を 省略した カ     
  

  セ、 ノタ 一良     
    一     務室 %                     

掘 五班長     

    
    

  甜 五班長一冊合一曲 @  @  査 補助 一ゲ @ F 業 

                      只 貝 
会長 : 委員一 

l 一 監事 

  凋 血斑良一曲五一 @  % @  査 補助一作業 @ 
調査主任只 只 貝   

一丁 務局       
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北部構内 B(, 。 3Sm 区 調査班 

    
工事 名 理学部物理学科校舎新月   昭和 53 年 11 同 1 日～同 54 年 3 月 30 円 

面積 約 f650m2 

調査班長・ 主 佳 辰 拓良 ，宇野隆夫 

凋査員       
作業日   
本部構内 AW28 区調査班 

    
二 百名 工学部イオン 工学実験施設新宮   昭和 53 年 12 月れ日 - 同 54 年 3 月 30 口 

  486m2 

曲 査 班長・主任 岡田沢 哀 ，吉野治雄 

  浜崎一志，津阪久美子   3 名 

作業員 8 名 

医学部構内 APIg 区調査班 

    
工事 名 医学部船台解剖センタ 一新宮   昭和 W4 年 7 月 1 %- 同 55 年 12 月 28 口 

面積 2,776m, 

曲査 班長・主任 泉拓良 ，清水 井裕 ，吉野治雄 

調査員     6 名 

作業員   
本部構内 AT27 区調査班 

    
工事 名     昭和 5.@ 年 2 月 1 日～同 55 年 3 月・， i1 円 ( 予定 ) 

  400m2 

甜査 班長   
北部構内合宿研修所新宮予定地 BH37 区試掘調査 

      昭和 54 年 5 月 1 口 - 同 54 年 5 月 22 口 

面積 46m2 

挺丘 @ ョ Ⅱ 千 古野宿 雄 

医学部総合解剖センタ - 新宮予定地 APlg 区試掘調査 

  京都市左京区吉田橘町 ( 図版 1-67a-h) 
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  昭和 54 年 5 刀工 口 - 同 M4 年 5 月 15 口 

  28m2 

担当 口皆   
基幹整備電気管埋設予定地 ( 医学部構内 ALl8 区，教養部構内 AM24 区 ) 試掘調査 

                          京都市左京区吉田橘町 ( 図板 ユー f68a-c) 

              京都市左京区吉田二本松 町 ( 図版 1-69a . b) 

  昭和 54 年 5 月 16 日一同 54 年 5 月 24 日 

面積 20m2 

ま坦主 @ ョネ Ⅰ   
工学部機械系校舎新宮予定地 AT29 区試掘調査 

      昭和 54 年 7 月 5  日一同 54 年 7 月 16 日 

面積 28m2 

担当者   
人文科学研究所分館資料収蔵 庫 等 新宮予定地試掘調査 

      昭和 54 年 7 月 18 日 - 同 54 年 7 月 20 日 

面積 8m2 

担当者 休日祭天，桑山上進 

工学部建築系校舎斬首予定地 A7S0 区 試掘調査 

  京都市左京区吉田本町 ( 図版 1-71a ～ d)   昭和 54 ヰ -9 月 4 口～同 54 ヰ -9 月 20 日 

面積 14m2 

担当者   
理学部附属瀬戸臨海実験所研究棟等新宮予定地試掘調査 

      昭和 54 年 9 月 17 日 - 同 54 年 10 月 19 日 

面積 102m2 

ま土 じ当 名   
医学部附属病院乱造会館移転予定地 AKl8 区試掘調査 

  京都市左京区聖護院川原町 54 ( 図版 1-72a-f)   昭和 55 年 1 月 21 口 - 同 55 年Ⅰ 月 27 日 ( 予定 ) 

面積 46m2 

担当者 泉拓良 

教養部構内吉田食堂新宮予定地 AP22 区試掘調査 

  京都市左京区吉田二本松 町 ( 図版 1-73a ～ f)   昭和 55 年 1 月 30 口 - 同 5h 年 2 月 7  日 ( 予定 ) 

面積 40m2 

担当者 泉拓良 
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京都大学構内遺跡調査の 歴史一覧   
    年 度 遺 物 文 献 備 考 
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謹査届巴は零 遺 構遺 物文献 備 考 

遺跡確認     凋査 

    須百器 二方予定地 

AT 27lX a . b 
宇野隆夫 試 掘 8   埋 79                 

決定   工事予定地   
@ 「 (& )lli 名山 き l) 土師器 磁器   陶埋 79 0 発掘 凋査 

決定   埋 79 院管 病 電 気 a 一 S3 f 埋 79 

      
BE 2g 区 

埋 79                                   
農学部 BG3.2. 図 55   

磁器， 瓦 

泉 拓良 

ま G 二 ， 撰 。 " 宇野隆夫 
事前発掘 650 縄文土器 埋 80     

          吉野治雄   建物， 一 井 土師器，陶 磁器，正理 79 の後，工事   
      埋 79  工事続行 

      埋 79  工事続行 
教育委員会 

    宇野隆夫 立 合 埋 79  工事続行   埋 79  工事続行         ヲヒ カス 部 管 八口   
教養部 カス 管                           埋 79  二 % 続行 ム口 %@ 六 ， 日 院笘 6 3 埋 79  工事続行 

    
    吉野治雄 立 合 

電気管                       



80   
調査の面積遺 構 遺 物 文献 備 考   

昭和 53 年北 給水管 部 f65 泉拓良 立合   
昭和 54 年北 部 66 

BH37 区 a 一 J 
吉野治雄試掘 46 土塊                   

工事予定地   土師器， 瓦   
      埋 8n  工事の時に 立合予定 

    
瀬 戸 泉拓長 岡田 保良 試掘，。 ，七 % 綴 縄文土器 製塩土器 埋 80  二五手足 の一部発掘 地       実施予定   実施予定 

井戸 / 、 、 鎌倉                   
M 本 27 部 区 75  五十川仰天事前発掘 

実施予定 

      工事続行 
本 AW  221X 部 一                         台 

欠 電気 字皆 77  周 m 保 典 立合 土師器， 磁器         工事続行 

教養部 竜 気管 78 泉拓良 立合         工事続行 

            工事続行 

          工事徒行 

医学 給水 馨 81  清水 ナ ， 裕 立合 
                    上方続行 

      工事続行 
医学部 カス 管                       立合   
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